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(昭和 63年稿)地域地質研究報告

5万分の 1地質図幅

新 潟 (7) 第 4 9 号

岡 野 町 地 域 の 地 質

小林巖雄 *・立石雅昭 *

黒川勝己 *・吉村尚久 *・加藤碵一 * *

  本図幅の研究は特定地質図幅の研究の一環として実施されたもので，現地野外調査は昭和 60，61及び

62年度に行われた．調査に際しては，本図幅地域西部の米山山塊・黒姫山地周辺を吉村が，八石山地を

黒川が，そのほかの東樸城丘陵地域を小林・立石がそれぞれ主に分担した．また段丘・沖積地について

は加藤が分担した．

  報告書の執筆に当たっては，吉村が米山層・黒姫層・駒の間層を，黒川が程平層・八石山層・テフラ鍵

層を，立石が須川層・田麦川層・安田層を，小林が東川層・阿相島層・菅沼層・八王子層を分担し，魚

沼層・久米礫層については小林・立石が，段丘堆積物・ローム層・扇状地堆積物・氾濫源堆積物につい

ては加藤がそれぞれ分担した．そのほかの項及び全体のとりまとめは小林・立石が行った．

　調査・研究に際しては，多くの方々に協力いただいた．特に，現地調査に協力いただくとともに，鮮

新統-下部更新統について未公表の調査資料を提供していただいた千葉県水質保全研究所の風岡　修氏，

新潟大学の高野　修氏，三扇コンサルタント株式会社の久保田尚典氏，応用地質株式会社の安井　賢氏，

踏査資料を提供いただいた米山団体研究グループの諸氏，魚沼丘陵団体研究グループの諸氏，新潟産業

大学付属高校の徳間正一氏，新潟県立柏崎常盤高校の大野隆一郎氏，柏崎市立半田小学校の渡辺　勇氏，

更に，野外調査で協力いただいた新潟県立羽茂高校の神蔵勝明氏，新潟大学理学部岩本広志氏，同金子

良仁氏，同田中　力氏，同武田淳子氏，同山本邦仁氏，新潟大学教育学部阿部信貴氏，同中川邦章氏，

同沢栗美香子氏に深く感謝する次第である．また，新潟大学理学部地質鉱物学教室の進級論文，卒業論

文及び修士論文を参考にさせていただいた．

　有孔虫の同定及び坑井資料の作成を石油資源開発株式会社長岡鉱業所の渡辺其久男氏にしていただき，

フィッショントラック年代を新潟県立教育センターの村松敏雄氏に測定していただいた．岩石薄片は新

潟大学理学部の故斎藤清二氏と山田行雄氏によって作成された．柏崎市の会田真一氏は写真資料を提供

して下さった．これらの方々に厚くお礼申し上げる．

　未公表の資料を含む坑井資料を提供いただいた石油公団，石油資源開発株式会社及び帝国石油株式会

社，地すべりの資料ほかをいただいた新潟大学積雪地域災害研究センター及び新潟県庁農地部農地建設

課，商工労働部工業振興課，環境保健部環境保全課，地元での便宜をいただいた高柳町・小国町両役場

の関係各位に厚くお礼申し上げる．

　空中写真による地形面判読は地質部吉岡敏和技官が担当した．

Ⅰ．地　形　概　説

岡野町図幅地域は，北緯37ﾟ10′-37ﾟ20′，東経138ﾟ30′-138ﾟ45′の範囲にあり，新潟県中央部の日本海寄

りに位置する(第１図)．行政区分としては，柏崎市，三島郡越路町，刈羽郡小国町・高柳町，小千谷

市，中頸城郡柿崎町・吉川町，東頸城郡大島村・松代町，中魚沼郡川西町を含んでいる．

本図幅地域は東側の越後山地と西側の日本海との間に広がる山地及び丘陵地帯に位置する．本図幅地

域東部から南部にかけて丸山丘陵，東頸城丘陵があり，北部から西部には八石山地，黒姫山地，米山山

　*新潟大学　**地質部　
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塊がある(第２図)．八石・黒姫の両山地の主稜線は北北東 -南南西方向に延びている．丘陵地帯の尾根

も同方向が卓越し，新潟方向と称されている．本地域の最高標高点は黒姫山(889.5m)である．八石山

地・黒姫山地・米山山塊は 400-600m の起伏量を持つ中起伏山地及び 200-400m の起伏量を持つ小起伏

山地であり，丸山・東樸城の両丘陵は100-200m の起伏量がある大起伏丘陵である(新潟第四紀研究グ

ループ，1971)．渋海川，指石川，鵜川は，これらの丘陵・山地の間をぬって，いずれも南から北の方

向に流れ，日本海に注ぐ(第３図)．

山地・丘陵域は地質構造から見ると背斜部に，河川域は向斜部にそれぞれ対応している．
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Ⅰ．１　地 形 区 分

丸山丘陵丸山丘陵丸山丘陵丸山丘陵丸山丘陵(鈴木，1977；柳沢ほか，1986)：本図幅地域の東部に位置し，信濃川と渋海川の間にあっ

て，その稜線が 350m以下の丘陵である．これは長野・新潟県境にある関田山脈から北に延びる東樸城

丘陵の延長部に当たる一つの丘陵支脈である．北へ向かって稜線の高度を減じながら長岡市南部に達す

る．この丘陵は小起伏山地及び大起伏丘陵に属する(新潟第四紀研究グループ，1971)．なお，川西町大

字上野元町の西側にある信濃川左岸の河岸段丘斜面には，低地に残るブナの樹林を保護するために指定

された長安寺緑地環境保全地域がある(面積 5.28ha，昭和 62 年新潟県指定)．

東頸城丘陵東頸城丘陵東頸城丘陵東頸城丘陵東頸城丘陵：本図幅地域の南側の松之山図幅地域から続く丘陵で，渋海川の西側を占める．標高は

100-400mで，谷が複雑に発達し，起伏もかなりある．北へ向かって稜線の高度が低下する．この丘陵

は大半が小起伏山地に分類されるが，小国盆地の西側が大起伏丘陵に属する(新潟第四紀研究グループ，

1971)．この地域には魚沼層・田麦川層の泥岩層が広く分布するため，地すべりが多い．

小国盆地小国盆地小国盆地小国盆地小国盆地：小国町のある渋海川沿いの低地帯で，南北約10km，東西の幅約 2km の細長い盆地であ

る．盆地の東側には小規模な扇状地や広い段丘が分布する．一方，西側では段丘の発達が悪く，丘陵地

が盆地に直接接する．渋海川は河川の改修で流路変更されているが，全体として盆地の西側寄りを蛇行

しながら北流する．盆地は渋海川向斜部に当たる．

八石山地八石山地八石山地八石山地八石山地：本図幅地域北部の一角を占め，南は柏崎市森近から北は越路町広田峠付近まで，NNE-

SSW 方向の主稜線を持つ山地である．ほぼ中央の八石山(標高 518m)が主峰をなす．尾根寄りの斜面

は，傾斜が大きく深い谷で刻まれているが，標高約 200m付近を境にして起伏量の小さい丘陵地形に移

行している．特に，稜線の西側斜面では山地と丘陵の境界が NNE-SSW 方向に直線的に延びるが，断

層を認めることができない．この違いは岩質の違いを反映したもので，境界線の東側には八石山層の火

砕岩類が，西側には菅沼層の泥岩がそれぞれ分布する．小起伏山地に属する(新潟第四紀研究グループ，

1971)．落差数10mの不動滝・屏風滝がこの境界部の位置にかかっている．

黒姫山地黒姫山地黒姫山地黒姫山地黒姫山地：本図幅地域南部の一角を占め，南は大島村角間から北は高柳町鬼沢川付近まで続く，NE-

SW 方向の主稜線を持つ山地である．南西側の鷲の巣山(623.9m)から北東側の黒姫山(889.5m)まで約

10km の稜線が続く．東西両側の斜面は傾斜が大きく，深い谷で刻まれている．中起伏山地に属する

(新潟第四紀研究グループ，1971)．東側の斜面の裾野には高柳町石黒から磯之辺にかけて起伏のやや緩

い幅約 2km の窪地状の地形が NE-SW 方向に延びる．石黒背斜(黒姫背斜)はこの窪地状地形の地域を

通る．これより東側は指石川の支流によって深く刻まれている．山稜には黒姫層の火砕岩類が分布し，

急峻な尾根を形成している．黒姫山地の南側では東樸城丘陵に移行する．

柏崎市大沢集落の西側約 500mの丘陵には大沢緑地環境保全地域がある．これは標高100-150mの斜

面に分布するブナの天然林を保護するために指定された(面積 3.28ha，昭和 59年新潟県指定)．

米山山塊米山山塊米山山塊米山山塊米山山塊：米山山塊の東部が本図幅地域の北西部を占めている．米山は柏崎市の南西部(西隣柿崎図

幅地域内)に位置し，海岸からそびえる標高 993m の独立峰で，山頂には一等三角点がある．山体は深

いＶ字谷で開析された壮年期の地形を呈する．河川の上流部には滝や渓流が形成され，谷根川・前川
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・払川・田屋川などが米山山塊の東側斜面を深く刻み込んでいる．米山山塊の周辺には標高 200-300m

の丘陵地帯ないし段丘が取り囲んでいる．西側の米山海岸は海岸段丘と海食崖からなる岩礁海岸で，福

浦八景と呼ばれる．米山地域には佐渡弥彦米山国定公園及び米山福浦八景県立自然公園があり，本図幅

の米山山塊南 - 東部は国定公園に含められている．

米山山地は安山岩溶岩・火砕岩からなる米山層から構成されている．かつてコニーデ火山(岩崎，

1896ほか)と考えられていたが，その後，佐渡(1933)は第三系の火山岩類からなることを明らかにした．

Ⅰ．２　水　系

渋海川渋海川渋海川渋海川渋海川：信濃川の１支流で，関田山脈に発し東樸城丘陵を尖行蛇行しながら北流し，小国盆地の低地

帯をぬけて新潟平野へ向かう１級河川である．岡野町地域の川西町室島から小国町苔野島にかけては著
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しく蛇行しており，明治時代以降に耕地を造成するため，人為的に河川を各所で短絡させる瀬替(第５

図)が行われた(新潟県，1983)．その後の著しい下刻作用で旧河床と現河床との間に 5m以上の落差を

生じている．これは著しい隆起運動が現在も継続していることを示唆する．河岸段丘は小国盆地のほか

小規模ながら渋海川に沿って分布する．

指指指指指石川石川石川石川石川：東樸城丘陵に発し，丘陵部を尖行蛇行しながら北へ流下し，柏崎平野の南部を横切って日本

海に注ぐ２級河川である．渋海川と同様に幅は狭いが数段の河岸段丘が分布する．

鵜川鵜川鵜川鵜川鵜川：米山山塊の東斜面・黒姫山地の西斜面に発し，多くの支流を集めながら，柏崎平野の南部を通

って，日本海に注ぐ２級河川である．数段の河岸段丘が分布する．

このほか，樸城(高田)平野に流れ込む柿崎川，吉川及び田麦川の上流が本図幅地域の南西端を流れ

る．

Ⅱ. 地 質 概 説

Ⅱ.　1　地 質 の 概 要

本図幅地域内に露出する地層は中新統 -完新統に限られるが(第 6 図，第1, 2, 3表)，地下 3,O00m以

上の深度に新生代以前の古期岩類が伏在するものと推定される(猪間，1971；石和田・猪木，1971)．こ

の新生界は北部フォッサマグナ地域に連続する大規模な堆積盆の堆積物の一部で，信越区(池辺，1957)
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に属し，そのうち新潟県側の部分を一般に新潟堆積盆地と呼ぶ．岡野町地域は新潟堆積盆地の南部

に相当し，その中でも樸城地域と新潟油田主要地域との境界部に位置する．新潟油田主要地域の中

新統 - 下部更新統は NNE-SSW のいわゆる新潟方向の摺曲構造をなし，石油・天然ガスを胚胎する．

フォッサマグナ地域の基盤構造を画する柏崎 -銚子線(山下，1970)は本図幅地域内を NW-SE方向に





－ 9 －

通過するものと推定されており，この構造線を境にして新第三系の褶曲構造や層厚にも相違が見られ

る．柏崎 -銚子線は，新第三系 -第四系によって被覆されており，直接存在する証拠はないが，次のよう

な間接的な証拠が示されている．すなわち，柏崎市南東の茨目 -1 号井の地下 3,250m 付近における超苦

鉄質岩の存在(石和田・猪木，1971)，柏崎市南東方の南安田 SK-2D 号井の地下 2,880m 付近における

蛇紋岩の存在(猪間，1971)などである．更に，猪間(1971)は NW-SE 方向に延びる幅約15km の地帯を

米山 -谷川岳帯と呼び，柏崎 -銚子線の延長部に当たると考えた．西田・茅原(1973)はこの構造線が南魚

沼の清津川左岸を通り，米山へ抜けるものと推定した．

本図幅地域を含む東樸城丘陵地域は後述するような大小の向斜・背斜からなる複背斜区(鈴木・三梨，

1974)をなす．植村(1976)は褶曲形態の違いから信越区を３地域に分けており，本図幅地域を含む東樸

城地域は柏崎 -銚子線の南西側に位置し，北越区と南越区との境界地帯に当たる．本地域の各背斜は北

越区の西側複背斜列に続き，一連の褶曲帯に含まれるものとみなされている．これらは転倒背斜を形成
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し，左雁行状に配列する．
まっ と

本図幅地域内に形成されている主要な地質構造は，東側から片真 -真人背斜(時水背斜)，渋海川向斜，

八石背斜，山中 -桐山背斜，指石川向斜，石黒背斜(黒姫背斜)，鵜川向斜であり，更に南西部には田麦
こ たにじま

川向斜，小谷島背斜，熊谷川向斜がある．また，柏崎平野の南部に当たる鵜川と指石川の間の丘陵地域

には，小木ノ城背斜(中央油帯背斜)の延長部と推定される背斜の末端部がある．

Ⅱ．2　層　序

　　　　　新第三系新第三系新第三系新第三系新第三系----- 下部更新統下部更新統下部更新統下部更新統下部更新統( 第第第第第 11111 , 22222 , 33333 表表表表表)

本図幅地域及びその周辺の新第三系・下部更新統は，第１級ないし第２級の褶曲構造に支配されて分

布する砕屑岩類と，西側の米山山塊を構成する火山岩類からなる．砕屑岩類の分布は東側から1)片貝 -

真人(時水)背斜のある丸山丘陵地域，2)八石背斜のある八石山地地域，3)山中 -桐山背斜・田麦川向斜

などがある東樸城丘陵地域，4)石黒(黒姫)背斜のある黒姫山地地域，4)鵜川向斜北部及び小木ノ城背斜

(中央油帯背斜)の南端の久米 - 安田地域に分けられる．

本図幅地域内における最下位層は米山山塊に小規模に露出し，米山層に不整合で覆われる小萱層であ

る．次に新しい地層は東樸城地域に広く分布する中新 -鮮新統の須川層である．この上位に田麦川層が

整合に重なる．八石山地地域の程平層は田麦川層の中部と同時代の地層である．米山山塊地域の米山

層，黒姫山地地域の黒姫層，八石山地地域の八石山層と呼ぶ火砕岩層は田麦川層の上部と同時異相の関

係である．しかし，黒姫層は黒姫背斜の西翼で田麦川層の中部に不整合で重なる．泥岩からなる菅沼層

は黒姫山地地域の北部で黒姫層と田麦川層に指交し，八石山層の上位に重なる．ほぼ同時代の地層であ

る阿相島層，東川層，八王子層がこれらの地層に整合に重なる．更に，鮮新 -更新統の魚沼層・駒の間

層が整合ないし不整合で載る．

米山山塊地域米山山塊地域米山山塊地域米山山塊地域米山山塊地域：この地域には，下位より小萱層及び米山層が重なり，両者は不整合の関係にある．小

萱層は本図幅地域内で最も下位の新第三系で，米山山塊地域の南部と北部にわずかに露出するにすぎな

いが，西隣の柿崎図幅地域内には広く分布する．主に黒色泥岩・砂岩泥岩互層からなり，凝灰岩を挟在

する．柿崎町南黒岩長者の手箱には小規模の石灰質岩体もある．米山層は米山山塊を構成する地層で，

輝石安山岩・普通角閃石輝石安山岩の溶岩・火砕岩からなる．

丸山丘陵地域丸山丘陵地域丸山丘陵地域丸山丘陵地域丸山丘陵地域：山稜部付近に片真-真人背斜(時水背斜)が南北に通る．魚沼層の下部から上部まで分

布する．泥岩・砂岩を主体とし，礫岩層や良好な鍵層となる火山灰層・火砕岩層・海成泥岩層を多数挟

む．主に内湾相，デルタ相，河川相など半かん半淡水成の地層からなる．全層厚1,500m 程度に達す

る．特に渋海川に沿う南部の地域には魚沼層中部以上に厚い礫層が分布する．

八石山地地域八石山地地域八石山地地域八石山地地域八石山地地域：八石背斜が山稜部を NNE-SSW の方向に通る．下位から程平層，八石山層，菅沼層，

八王子層及び魚沼層の順にそれぞれ整合に重なる．程平層は砂岩泥岩の互層からなるタービダイト相

で，八石背斜の軸部に分布する．八石山層は安山岩火砕岩からなり泥岩層や砂岩層を挟む．米山層及び

黒姫層と同時代で一連の火山活動の産物である．菅沼層は青緑色の塊状泥岩からなり，砂岩層と鍵層と

なる火山灰層を挟む．八王子層は青灰色の砂質シルト岩を主体とし，砂岩・泥岩層を挟む．従来，西山
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油田の灰爪層に対比されていたが，本報告では西山層に対比する．魚沼層は主に砂・泥からなり，礫層

や火山灰層を挟み，同層の下部から上部まで分布する．八石背斜の東と西では層厚が著しく異なり，西

翼では薄く，砂が多い．浅海成層ないし陸成層である．

東東東東東樸樸樸樸樸城丘陵地域城丘陵地域城丘陵地域城丘陵地域城丘陵地域：下位より須川層，田麦川層，東川層及び魚沼層下部 - 上部がそれぞれ整合に重なる．

須川層は東樸城地域に広く分布し，主に黒色泥岩からなる．田麦川層は砂岩泥岩の互層からなるタービ

ダイト相を呈し，本地域にも広く，かつ厚く分布している．更に数十枚の火砕岩層を挟み，それらの幾

つかは良好な鍵層となる．本層は側方で泥質岩に移り変わることがあり，この泥質岩相は東樸城地域に

おいて菖蒲層(新潟大学東樸城地域地質調査グループ，1987)と呼称される．東川層は砂質シルト岩を主

体とし，泥岩層や砂岩層を挟むことがある．魚沼層は魚沼丘陵から連続する地層で本地域の大半を占め

る．南部では泥砂の互層に始まり，中部 - 北部においては厚い砂層に始まる．その上位は主に砂泥の互

層で，ときに礫層を挟む互層からなる．浅海成層から陸成層まで含み，上位に向かって海退相になり，

内湾相と河川相などが繰り返される．東樸城丘陵では魚沼層の最下部 -下部の地層が奈良立層と呼ばれ

る(NODA，1962)．

黒姫山地地域黒姫山地地域黒姫山地地域黒姫山地地域黒姫山地地域：山稜の東側に石黒背斜(黒姫背斜)が NNE-SSW の方向に通り，その東翼には東樸城
あ そ じま こま

丘陵地域から連続する地層が分布する．背斜の西翼には下位から田麦川層，黒姫層，阿相島層及び駒の

ま

間層が順に重なる．石黒背斜の西翼では田麦川層と黒姫層との関係は不整合であるが，背斜の東翼では

整合である．この不整合は田麦川層中部に挟在する板山凝灰岩(蛇岩凝灰岩)のやや上位の層準に当た

る．この不整合は局所的なものであって，火山活動の中心部に生じた現象と考えられる．阿相島層と駒

の間層との関係は不整合である．田麦川層は砂岩泥岩の互層からなり，タービダイト相を呈する．黒姫

層は安山岩火砕岩からなる．石黒背斜の東翼では田麦川層と同時異相の関係にあり，黒姫層の火山活動

期は田麦川層中部から上部の層準に相当する．阿相島層は礫岩・砂岩・泥岩・石灰質砂岩からなり，普

通角閃石輝石安山岩の溶岩・火砕岩層を挟在する．八王子層や東川層に比べて粗粒岩相である．駒の間

層は泥・砂・礫のほか，安山岩火砕岩を伴う．

久米久米久米久米久米 ----- 安田地域安田地域安田地域安田地域安田地域：下位から菅沼層，東川層が分布する．

中部更新統中部更新統中部更新統中部更新統中部更新統 ----- 完新統完新統完新統完新統完新統

本図幅地域の中部更新統 -完新統は久米礫層，安田層のほか，河岸段丘堆積物，ローム層，氾濫原堆

積物，扇状地堆積物及び更新世 -完新世の地すべり堆積物からなる．

久米-安田地域には駒の間層の上に不整合に重なる久米礫層が分布し，これは赤色土層をのせている

ことから，青海川層(米山団体研究グループ，1973)に対比される可能性が大きい．また，この地域の丘

陵頂部には，大坪層と呼ばれる礫・砂・泥からなる地層が分布するとされているが(柏崎平野団体研究

グループ，1966)，本報告では久米礫層に含める．

安田層は上部更新統のシルトと砂の不規則な互層からなり，比高10-20mの段丘を構成している．本

図幅地域北端に接する模式地以北では中部に内湾生の軟体動物化石を産するが，その海進の影響は本図

幅地域には及んでいない．

河岸段丘は信濃川河岸に広く発達しているほか，小国盆地の渋海川の右岸にも広く分布する．指石川
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・鵜川沿いの各地に小規模な河岸段丘が分布する．いずれの堆積物も未固結の礫層を主体としており，

一部の段丘には火山灰層をのせている．

海岸段丘は柏崎平野に分布する安田段丘で，その堆積物は安田層と呼ばれ，潟沼相からなる．

更新世地すべり堆積物は丸山・東樸城丘陵に分布している．未固結の礫・砂・泥からなる．完新世地

すべり堆積物もある．

Ⅱ．3　中新統-下部更新統の地質年代

本地域の新第三系は上部中新統から鮮新統まで層序的に連続している．第四系は不整合を挟みながら

下部から上部までの層序が認められる(第 6 図)．更に，完新統も分布している．

最下位の小萱層は中部に挟まれる中山凝灰岩のフィッショントラック年代が 8.15Ma(村松，1988)，

また下部の黒岩凝灰岩が12.7Ma(村松，1988)を示しており，中期 -後期中新世となる．岩相から寺泊

層に対比される．

須川層は下部に挟在する木和田原凝灰岩のフィッショントラック年代値が 6.20Ma（新潟大学東樸城

地域地質調査グループ，1987)であることから，後期中新世になる．層序及び岩相から東山丘陵の荒谷

層(柳沢ほか，1986)に対比される．

田麦川層は有孔虫化石から新潟油田の椎谷階最上部 -西山階下部(米谷，1978)に相当すると推定でき

る．また挟在する上岡凝灰岩及び板山凝灰岩のフィッショントラック年代測定値(新潟大学東樸城地域

地質調査グループ，1987)が 4.39Ma，4.09Ma，及び蛇岩凝灰岩の年代値が 4.49Ma(村松，1988)であ

ることから，前期鮮新世になる．

黒姫層は浮遊性有孔虫化石層序(米谷，1978)のGlobigerina pachyderma (dex．)/Globorotalia orientalis zone

に相当し，Globorotalia inflata praeinflata を産出し，No.3 G. inflata bed になる(久保田，1985)．菅沼

層は岩相から西山油田の西山層に対比されており，微化石からも西山階(米谷，1978)に含められる．

八王子層，東川層及び阿相島層は，かつて軟体動物化石及び岩相に基づいて西山油田の灰爪層に対比

されてきたが，最近の火山灰層序を重視した研究(安井ほか，1983；菊池ほか，1984ほか)で西山層に対

比されるようになった．これは微化石からも支持される．東川層・阿相島層の有孔虫化石の研究(久保

田，1985)によると，底生有孔虫群は灰爪層から産出するものと似た組成を含むが，浮遊性有孔虫化石

は Globigerina pachyderma (dex．)/Globorotalia orientalis zone に属し，西山階のものである．ただし，

Globigerina pachyderma の左巻の種が優勢になる点は，これまでの西山階には報告されていない現象であ

る(第 6図及び第18図)．阿相島層に挟在する阿相島Ⅱ・Ⅰ凝灰岩(村松，1988)及び東川層に挟在する

Isg-h凝灰岩のフィッショントラック年代値はそれぞれ 3.24Ma，2.91Ma，3.23Ma(村松，未公表)であ

り，後期鮮新世を示している．

魚沼層については各種微化石・大型化石の生層位学的研究，古地磁気層序の研究及びフィッショント

ラック年代の測定が数多く実施されているが，結論は大きく二つの見解に分かれる(第 7図)．第三紀と

第四紀との境界は，魚沼丘陵団体研究グループ(1983)の見解によれば，魚沼層群の中部累層(本報告で

は魚沼層の中部)の中に置かれている．これは古地磁気及びフィッショントラック年代に基づいている．



－ 13 －

一方，新戸部・新妻(1971)の結果では魚沼層の下部に置かれ，小国町芝ノ又川において魚沼層群と灰爪

層(本報告では八王子層)との境界付近に確認された正磁極期をオルドバイ期と判定している．これらの

違いは古地磁気の正磁極帯の判定の相違反びフィッショントラック年代値に原因している．また，西山

地域におけるナンノ化石の研究(佐藤ほか，1987)を最近の層序をもとに外挿すると，新戸部・新妻

(1971)の結果を支持することになり，魚沼団体研究グループの結論とは矛盾してくる(小林ほか，

1988)．真鍋・小林(1988)は西山地域で西山層と灰爪層の古地磁気層序を研究し，境界を求めたが，ナ

ンノ化石による佐藤ほか(1987)の結論と一致していない．

ハミミロ期の層位的位置は魚沼層の上部にあり，またブリューヌ正磁極期の始まりも魚沼層の上部で，

SK020の上位にくる点は一致している(山野井ほか，1970；新戸部・新妻・1971；吉越，1983)．したが

って，中部更新統の基底は魚沼層の上部に置かれることになる．

Ⅱ．4　研  究  史

本図幅地域及び周辺地域の地質に関する研究は明治時代から石油探鉱のために着手されていた．IKI

(1910，1922)，大塚(1907)などの層序学的 -石油地質学的研究に始まり，大村(1930)の越後油田，渡辺

(1938)の岡野町油田，池辺(1940a，1940b，1941)の八石・小千谷・西山油田，金原(1941，1942)の新
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潟油田などにおける層序及び石油地質に関する報告がある．

1945年以降，本図幅及び周辺地域の研究は池辺(1949)，歌代(1947，1957a，1957b，1961)の黒姫山周

辺の層序・化石の研究で再開され，その後大きな研究の流れとしては，1）新第三系の層序・石油地質に

関する研究，2)魚沼層に関する研究，3)米山層に関する研究，4)このほかの層位・古生物に関する研究

に区分される．

1) 1) 1) 1) 1) 新第三系の層序新第三系の層序新第三系の層序新第三系の層序新第三系の層序・・・・・石油地質に関する研究石油地質に関する研究石油地質に関する研究石油地質に関する研究石油地質に関する研究：新潟油田の新第三系層序及び石油地質学的研究は石油

会社，大学，地質調査所ほかの研究者により多くの成果(金原，1950；鯨岡，196２；望月，1962；小松

．渡辺，1968；白石ほか，1969；片平，1970；西田・茅原，1973；植村，1976；新潟県，1977；米谷，

1978；米谷ほか，1980；日本の石油・天然ガス資源改訂版作成委員会編，1982；吉村，1982ほか)が公

表されており，詳細な資料が蓄積されているが，本地域に直接関わるものは少ない(猪間，1971；石和

田・猪木，1971；藤田，1986)．

1974年には，地質調査所による新潟油田の一連の地質学的研究が実施され，公表された(地質調査所，

1974)．

2) 2) 2) 2) 2) 魚沼屠に関する研究魚沼屠に関する研究魚沼屠に関する研究魚沼屠に関する研究魚沼屠に関する研究：魚沼層の研究は1965年以降急速に進展した．これらの研究には地質調査所，

新潟第四紀研究グループ，魚沼丘陵団体研究グループ及び新潟大学によるものがある

宮下ほか(1972)及び三梨ほか(1974)により層位学・構造地質学の立場での報告がなされ，火山灰層序

の確立による新しい研究の展開が始まった．また，新潟第四紀研究グループによる精力的な野外調査に

より魚沼地方の層序が確立され，それととも各種の調査・分析がなされ，鮮新 -更新世の地史・古生

物が解明された(新潟平野団体研究グループ，1968，1969，1970a，1970b；信濃川段丘グループ，

1968；新潟平野研究会魚沼グループ，1969；新潟第四紀団体研究グループ，1969；信濃川段丘研究グル

ープ，1970；細谷・新潟マグネグループ，1972；地学団体研究会高田支部第四紀研究グループ，1972；

魚沼丘陵団研グループ，1976；村松，1976，1983；魚沼丘陵団体研究グループ，1978，1983；新潟火山

灰グループ，1981，1983；新潟珪藻グループ，1983；新潟古植物グループ・新潟花粉グループ，1983；

新潟有孔虫研究グループ，1983；魚沼丘陵団研哺乳類グループ，1983；魚沼丘陵団研軟体動物研究グル

ープ，1983；吉越，1983)．

このほか，山野井・新戸部(1970)，山野井ほか(1970〕，SUZUKI and YAMANOI (1970)，新戸部・新妻

(1971)，UEMURA and SHIMOHATA (1972)に始まり，斎藤(1978)，正井・高浜(1981)，高浜・正井

(1983)，安井ほか(1983)，小林ほか(1986)，風岡ほか(1986)，風岡(1988)，小林ほか(1988)，安井

(1988)ほかの層序，堆積，古生物，古環境などに関する研究が行われた．また，火山灰に関する詳細な

研究がされた(中山ほか，1978；濁川・渡辺，1979；黒川ほか，1981，1983；黒川・沢栗，1984；菊池

ほか，1984；沢栗・黒川，1986；KUROKAWA and HIRATA，1986a，1986b)．

3 )3 )3 )3 )3 )米山層に関する研究米山層に関する研究米山層に関する研究米山層に関する研究米山層に関する研究：岩崎(1896，1897)による米山火山の研究として始まるが，火山説が佐渡

(1933)によって否定された．1960年代から米山研究グループほかの米山周辺の地質に関する成果(新潟

花粉グループ，1965；大野，1965；林，1965，1966；柏崎平野団体研究グループ，1966；米山研究グル

ープ，1967，1968，1969a，1969b；新潟古砂丘グループ，1967；米山団体研究グループ，1969，1973，

1976a，1967b；島津ほか，1971；佐藤・米山団体研究グループ，1975；阿部，1976；新潟短大附属高
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校地学部，1978)が数多く公表された．

4 )4 )4 )4 )4 ) 上記以外の層位上記以外の層位上記以外の層位上記以外の層位上記以外の層位・・・・・古生物学的研究古生物学的研究古生物学的研究古生物学的研究古生物学的研究：本図幅に関連するこのほかの研究としては，東樸城地域の層

序・古生物に関する N ODA(1962)，新潟大学東樸城地域地質調査グループ(1987)の研究がある．また，

堆積学的研究としては本座(1965)，立石(1987)，構造地質・応用地質に関するものとしては若松(1975)

の研究がある．

更に，本図幅地域周辺の地域地質研究として湯沢(茅原ほか，1981)，十日町(柳沢ほか，1985)及び小

千谷地域(柳沢ほか，1986)が地質調査所から出版されている．

Ⅲ．　新第三系-下部更新統

本図幅地域内に分布する新生界の地質系統は，第６図及び第１,２表に示されるように，中部中新統

以上で，砕屑岩，火山砕屑岩，溶岩からなる．従来の研究による地層区分と本研究による地層区分とそ

の層序関係を第３表に示す．

小萱層は主に黒色泥岩，砂岩泥岩互層からなり，流紋岩凝灰岩層を挟む．岩質及び化石から新潟油田

新第三系標準層序の寺泊層に対比される．

須川層は主に暗灰色の塊状泥岩からなり，泥岩優勢砂岩泥岩互層を挟む．有孔虫化石から新潟油田新

第三系標準層序の椎谷階に相当する．

田麦川層は主にフリッシュ型砂岩泥岩互層と厚層砂岩の交互層からなり，塊状泥岩層を伴う．また，

しばしば火山灰鍵層を挟む．有孔虫化石から新潟油田新第三系標準層序の西山階下部に相当する．

程平層は八石背斜軸部において安山岩火砕岩類(八石山層)の下位に位置する砂岩泥岩互層である．田

麦川層に対比される．

米山層は米山山塊を構成する地層で，主に安山岩溶岩・火砕岩類からなる．田麦川層に対比され，西

山階の火山噴出物である．

黒姫層は黒姫山地を構成する地層で，主に安山岩溶岩・火砕岩類からなる．米山層と同時代の火山噴

出物である．有孔虫化石から西山階に相当する．

八石山層は八石山地を構成する地層で，主に安山岩質の火山岩類からなる．米山層と同時代の火山噴

出物である．

菅沼層は主に青緑色の塊状泥岩からなり，砂岩層を挟む．新潟油田新第三系標準層序の西山層に対比

され，その岩質も模式地のある西山丘陵に分布する西山層に酷似している．

東川層は主に青灰色の砂質泥岩からなり，しばしば並行に配列した小団塊の列を伴い，八王子層と同

質の岩石からなる．岩質及び層序から新潟油田新第三系標準層序の灰爪層に対比されてきたが，本報告

では西山層に対比した．有孔虫化石では西山階に相当する．

阿相島層は主に青灰色の砂質泥岩・砂岩泥岩互層・石灰質砂岩からなり，礫岩・火砕岩層を挟む．岩

質及び大型化石から新潟油田標準層序の灰爪層に対比されてきたが，本報告では西山層に対比した．有

孔虫化石では西山階に相当する．

八王子層は主に青灰色の砂質泥岩からなり，しばしば並行に配列した小団塊の列を伴う．岩質及び層
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序から新潟油田新第三系標準層序の灰爪層に対比されてきたが，最近の層序学的研究では西山丘陵の西

山層に対比される．

魚沼層は主に泥・砂・礫などの互層からなり，火山灰鍵層を挟在する．陸成相と浅海ないし内湾成相

が周期的に繰り返す．古地磁気層序はじめフィッショントラック年代などからみて，上部鮮新統 -中

部更新統である．

駒の間層は礫・砂・シルトの砕屑層のほか，安山岩溶岩・同火砕岩類からなる．魚沼層に対比され

る．

お がや

 Ⅲ.１ 小 萱 層 (Og)

命名命名命名命名命名　米山団体研究グループ(1973)による．

模式地模式地模式地模式地模式地　西隣の柿崎図幅地域内にある柏崎市小萱から下中山へ向かう道路沿いの露頭．

分布分布分布分布分布　本図幅地域では柿崎町南黒岩の小地域及び北西部の柏崎市谷根周辺に分布するにすぎないが，

柿崎図幅地域内の柿崎川流域には広く露出する．

層厚層厚層厚層厚層厚　300m＋

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　下位層は地表に露出していない．米山層に不整合で覆われる．

層相層相層相層相層相  黒色泥岩を主体として，砂岩泥岩の互層を挟む．南黒岩には本層の下部が分布し，硬質の泥岩

と灰白色の砂質シルト岩ないし砂岩との細互層からなる．粗粒部には平行葉理がよく見られる．南黒岩

の長者の手箱では黒褐色の石灰岩層や流紋岩凝灰岩層を挟む．南黒岩には黒岩凝灰岩(村松，1988)が分

布する．

鍵層鍵層鍵層鍵層鍵層　柿崎図幅地域内には中山凝灰岩ほか，数枚の顕著な流紋岩凝灰岩層が分布する．

化石化石化石化石化石　軟体動物化石を産出する．

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　岩相層序及びフィッショントラック年代値から中新世中期-後期寺泊層に対比され

る．小萱層下部に挟在する黒岩凝灰岩のフィッショントラック年代値は12.7Maである(村松，1988)．

す がわ

Ⅲ.２ 須 川 層 (Sk)

命名命名命名命名命名　新潟大学東樸城地域地質調査グループ(1987)による．

模式地模式地模式地模式地模式地　東樸城郡安塚町信濃坂から須川間の須川沿い(本図幅南西の高田東部図幅地域内)

分布分布分布分布分布　本図幅地域内では小谷島背斜軸部の吉川町石谷東方から浦川原村にかけてと，石黒背斜軸部の

大島村嶺から高柳町大野にかけて分布する．　

層厚層厚層厚層厚層厚　背斜軸部をなすために下限不明であるが，300m以上．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　下限不明である．

層相層相層相層相層相　主に暗灰色塊状の泥岩からなり，上部に泥岩優勢の砂岩泥岩互層を挟む．砂岩層は極細粒-細

粒で，灰色である．ときに平行葉理が見られる．風化すると，泥岩は細片状に割れる．

須川層は本図幅地域内では小規模に分布するにすぎないが，東樸城地域には広く分布する．暗灰色
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塊状泥岩を主体とする，いわゆる荒谷相(鯨岡，1962)に相当する．

鍵層鍵層鍵層鍵層鍵層　本図幅地域内では有効な火山灰鍵層が存在しない．南接する松之山温泉図幅やその西の高
たかとこ

田東部図幅地域内では竹所凝灰岩(新潟大学東樸城地域地質調査グループ，1987)を本層上部に挟む．

化石化石化石化石化石　本図幅地域内では化石は産出していない．本図幅地域外では軟体動物化石(NODA，1962)や有

孔虫化石(米山，1984)が報告されている．

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　米山(1984)は小谷島背斜の軸部をなす本層を横住層と呼び，新潟油田新第三系

の椎谷階に対比した．東樸城地域の地質層序をまとめた新潟大学東樸城地域地質調査グループ(1987)

は須川層を岩相層序，化石層序，年代値などから同様に中新世後期椎谷階に対比している． 　

た むぎ がわ

Ⅲ．３　田 麦 川 層 (Ts，Tm，Tal)

命名命名命名命名命名　新潟大学東樸城地域地質調査グループ(1987)による．

模式地模式地模式地模式地模式地　東樸城郡大島村板山付近の田麦川沿い．

分布分布分布分布分布　刈羽郡高柳町磯之辺から東樸城郡大島村を経て，中樸城郡吉川町石谷にかけて，石黒背斜，

田麦川向斜，熊谷川向斜部に分布するとともに，高柳町山中から桐山にかけて，山中 -桐山背斜軸部

に分布する．

層厚層厚層厚層厚層厚　石黒背斜地域で約1,200m，上限不明の田麦川向斜地域で最大約1,250m，上限不明の熊谷川向

斜地域で約 600m，下限不明の山中 -桐山背斜地域で約 380-900mである．　

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　下位の須川層に整合で重なる．その累重関係は本図幅地域内では小谷島背斜及び石黒背斜

の翼部で観察できる．下位層との境界は，小谷島背斜地域及び石黒背斜の北面翼では厚い塊状泥岩の上

に重なる砂岩泥岩互層の基底に，石黒背斜の南東翼では高柳町石黒において，黒色泥岩の上位に重なる

層厚約 45mの砂岩泥岩互層の基底に置く(第 58図)．

層相層相層相層相層相　典型的なフリッシュ型砂岩泥岩互層を主体とし，厚層砂岩や塊状泥岩を伴う．凝灰岩鍵層をし

ばしば挟み，その連続性に基づいて岩相の側方変化が明らかにされる(第 8, 9図)．一般に田麦川向斜

地域で砂岩に富み，石黒背斜軸部で泥岩優勢となる．また，山中-桐山背斜軸部には厚層砂岩層が伴わ

れる．

模式地周辺の田麦川向斜地域では岩相から部層区分(下部・中部・上部層)も試みられている(新潟

大学東樸城地域地質調査グループ，1987)．これによれば，田麦川層は厚層砂岩層と砂岩泥岩互層と

の交互層からなる下部層，等量砂岩泥岩互層を主体とする中部層(第９図)，泥岩優勢砂岩泥岩互層

を主体とし，砂岩や泥岩を挟む上部層に分けられる．これらの３部層の岩相は模式地の田麦川層で

見られるほか，高柳町石黒川ルートでもよく観察できる(第 58，59 図)．

小谷島背斜北西翼の吉川の支流石谷川では須川層の暗灰色塊状の泥岩の上に泥岩優勢の砂岩泥岩互層

が重なる．ここでは田麦川層の基底から約 80m上位に凝灰岩層が挟まれる．この凝灰岩層は東翼でも

見られる(第８図)．

田麦川向斜地域における田麦川層下部はしばしば厚い砂岩層や砂岩優勢砂岩泥岩互層からなる厚さ数

10m の地層群を挟み，泥岩優勢もしくは砂岩泥岩等量の砂岩泥岩互層との交互層をなす．この厚い砂
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岩層や砂岩優勢互層は小谷島背斜の両翼でもよく観察される．互層の砂岩底面には各種の流痕，生痕が

観察される．厚層砂岩は一般に塊状，細粒である．

大島村板山付近の田麦川沿いでは，田麦川層中部の泥岩優勢ないし砂岩泥岩等量の砂岩泥岩互層がよ

く観察される．互層をなす砂岩単層は厚さ数 -50cmに成層し，平行葉理が発達した極細粒 -中粒の砂岩
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で，ときに凝灰質の部分を挟む．泥岩は暗灰色塊状で，厚さ15-70cmに成層することが多いが，とき

に厚さ数 m に達することもある．

田麦川向斜地域から東の石黒背斜の両翼では砂岩泥岩等量ないし泥岩優勢の砂岩泥岩互層(Tal)が卓

越するが(第10 図)，ときに砂岩優勢互層も見られる．また，石黒背斜の両翼部には厚い成層泥岩(Tm)

が分布する(第11図)．これらの泥岩層は新潟大学東樸城地域地質調査グループ(1987)によって田麦川層

と同時異相の，主として泥岩からなる菖蒲層の一部とされた．本報告では田麦川層の１岩相として扱っ

た．石黒背斜西翼では田麦川層の最上部を削り込んで黒姫層が不整合で覆う．一方，背斜東翼部の高柳

町の黒姫川以北では黒姫層の安山岩火山角礫岩・角礫凝灰岩が田麦川層の砂岩泥岩互層と指交する．
まつだい

山中 -桐山背斜地域に分布する田麦川層は，主として砂岩泥岩互層からなる．松代町桐山付近の背斜

軸部には最下部に暗灰色ないし灰色の塊状泥岩からなる部層(Tm)が分布する．その上位には厚層砂岩

層(Ts)(第12図)及び砂岩優勢砂岩泥岩互層からなる厚さ約 360mに達する部層を挟む．この部層は桐山

北西や西の支沢や高柳町山中の南の武納川沿いでよく観察される．砂岩は明灰色，中 - 粗粒の砂岩で，

こぶし大から人頭大の団塊を特徴的に含む．この上部にも厚さ約100m の砂岩優勢砂岩泥岩互層が挟ま
あざみひら

れる．互層の基底付近に 莇 平ホルンブレンド凝灰岩を挟むことから，田麦川向斜地域の田麦川層上

部に対比される．高柳町栃ヶ原と松代町桐山を結ぶ林道沿いでよく観察される砂岩は青灰色，細粒 -粗

粒で，ときに礫や偽礫を含む．最上部には暗灰色，塊状の泥岩が発達する．

本座(1965)は田麦川向斜地域に分布するフリッシュ型砂岩泥岩互層及び厚層砂岩からなる田麦川層の

堆積学的研究を行い，これらの堆積物がタービダイトであることを明らかにした．近年，新潟堆積盆に
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おける第三系の火山灰鍵層を用いた広域的な層序対比が行われ，その対比に基づいて層相解析が試みら

れた(徳橋，1985)．本図幅地域及び南接する松之山温泉図幅地域の田麦川層についても，そのタービダ

イト堆積体の層相解析が進められ，堆積盆の復元が試みられている(高野，1988)．それによると，須川

層堆積時，本図幅地域を含む東樸城地域は広く一様な暗灰色塊状の泥岩が堆積するような半深海環境に

あったが，鮮新世になると堆積盆の分化が起こるとともに，東方の越後山脈での隆起が始まり粗粒砕屑

物の供給が多くなり，相対的沈降部に厚いタービダイトが堆積したと考えた．すなわち，田麦川層は主

として構造運動によって規制されたトラフ充填堆積物といえる．
こつなぎ

鍵層鍵層鍵層鍵層鍵層　田麦川層は数多くの凝灰岩鍵層を挟む(第13表)．このうち，下位から小貫，板山(第13図)，
あざみひら

莇平ホルンブレンド凝灰岩が広く分布し，層序対比や地質構造を明らかにする上で極めて有効である．

特に，普通角閃石安山岩質の莇平ホルンブレンド凝灰岩は田麦川向斜地域，石黒背斜南翼，山中-桐山

背斜両翼に広く追跡される．

化石化石化石化石化石　松之山温泉図幅地域の田麦川層の泥質堆積物から産出する軟体動物化石は，NODA(1962)によ

って詳細に検討された．本図幅地域においても軟体動物化石が産出する．有孔虫化石については資料(第

4 表)に示したように石黒川に沿ったルートで検討された．

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　石黒川ルートにおいて田麦川層最下部に挟在する Isg-c凝灰岩層(第 56図)のフィッ

ショントラック年代値は 5.36Maである(第16表；村松，未公表)．下部に挟まれる小貫凝灰岩，中部に

挟まれる上岡・板山凝灰岩についてはフィッショントラック年代が測定され，それぞれ 4.69Ma，4.39
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Ma，4.09Maという値が得られている(新潟大学東樸城地域地質調査グループ，1987)．また，石黒川ル

ートにおいて田麦川層に挟在する Isg-e, Isg-f, Isg-g凝灰岩(第58図)のフィッショントラック年代値は

それぞれ 4.15Ma,3.30Ma,3.29Ma である(第16 表；村松，未公表)．

有孔虫化石によると(第 4表)，下部の F1は椎谷階を，上部の F2は西山階を示す底生有孔虫を含む．

新潟油田新第三系の椎谷階と西山階の境界は田麦川層下部に置かれる．

田麦川層は鮮新世前期の堆積物であり，椎谷階最上部から西山階下部に対比され，新潟油田新第三系

模式地域の西山・中央油帯における浜忠相に相当する．

ほど だいら

Ⅲ．４　程 平 層(Hd)

命名命名命名命名命名　池辺(1940b)の程平互層による．

模式地模式地模式地模式地模式地　小国町国沢川ルートを模式地とする．

分布分布分布分布分布　八石背斜の軸部に露出し，八石山地の久之木峠から北へ武石峠を経て金倉神社付近まで分布す

る．久之木峠より南側でも小規模に分布する．
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層厚層厚層厚層厚層厚　国沢川ルートで約 400m．久之木峠付近では約 200m．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　下限不明．八石山層に整合に覆われる．

岩相岩相岩相岩相岩相　主に泥岩優勢の砂岩泥岩互層からなり，各単層の層厚は15-60cm程度である．スランプ層を

挟有する．砂層の多くはタービダイトである．

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　田麦川層の中部から下部に対比される．安井ほか(1983)の八石累層下部層に相当

し，鮮新世前期の地層である．

よね やま

Ⅲ．５　米 山 層 (Yn)

命名命名命名命名命名  米山団体研究グループ(1973)による．
たん　ね

模式地模式地模式地模式地模式地　柏崎市谷根川沿いの連続露頭．西隣の柿崎図幅地域内の払川沿いにもよく露出する．

分布分布分布分布分布　米山を中心とする米山山塊(第14図)及び尾神岳周辺のほか，本図幅地域の北西部から西部にか

けて広く分布する．

層厚層厚層厚層厚層厚　谷根川沿いで1,900m，払川沿いで 2,000m，尾神岳で1,000mに達する．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　下位の小萱層及び米山山地の大清水層(第２表)などを傾斜不整合に覆う．この不整合は露

頭が悪いため見落とされていたが，米山団体研究グループ(1976a, 1976b)の詳細な調査により，明らか

にされた．この現象から米山層の堆積する直前に大きな変動が起きたことが推定されている．しかし，

近接する柿崎町万蔵川地域では下位層に整合に重なる．
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非火山性砕屑岩からなる竹ヶ鼻層(米山団体研究グループ，1973)とは指交関係にある．

岩相岩相岩相岩相岩相　かんらん石含有輝石安山岩・輝石安山岩・普通角閃石輝石安山岩の溶岩・火山角礫岩・凝灰角

礫岩からなり，凝灰岩層・火山性砂岩層・砂質泥岩層を挟在する(第15 図及び第16 図)．

火山活動は海底での噴出の形態をとり，砕屑岩が卓越することから推定される火山活動の休止期及び

溶岩流の卓越する火山の活動期によって，４つのサイクルに大きく分けられる(第16図)．各サイクルご

とにそれぞれ，安山岩の化学組成がより塩基性から酸性へ変化する．更に細かく見ると，この化学組成

変化のサイクルが10回程度認められる．同時に，全体として見ると，米山層下部には塩基性の安山岩が

多く，上部には普通角閃石輝石安山岩を含む酸性安山岩が卓越する．安山岩は，径最大 50cmの火山岩

塊を含むハイアロクラスタイトを主要な岩相とし，塊状溶岩も見られる．ハイアロクラスタイトに随伴

して，急冷相を周囲に持ち楕円体に近い形態を示すピローと急冷相が不明瞭で不規則な形態を示す角礫

とが産する．岩塊の間は小岩片及び火山ガラス破片で充填されている．ピローやピローブレッチャーを

多量に含む溶岩はかんらん石含有輝石安山岩・輝石安山岩であることが多い．円磨された火山円礫から

なる巨礫岩層も挟有されるが連続性に乏しい．

安山岩中には普通角閃石巨斑晶や普通角閃石斑れい岩の捕獲岩が含まれており，特に最上部に多い．

普通角閃石巨斑晶は長径10cm以上に達するものがある．北隣の柏崎図幅地域内の鯨波海岸産の普通角

閃石巨斑晶については河野(1943)の報告がある．

火山性砂岩は粗粒ないし中粒で，安山岩に由来する砂粒からなり，まれに海生軟体動物化石の破片を

含む．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載　安山岩類の化学組成は佐藤・米山団体研究グループ(1975)で詳しく報告されている．岩石

記載は大野(1965)・阿部(1976)によってなされている．次に，代表的な岩石を記載する．

かんらん石単斜輝石安山岩(下部の溶岩)　斑晶：斜長石・単斜輝石・かんらん石・鉄鉱物．石基：

斜長石・単斜輝石・火山ガラス・鉄鉱物，まれにかんらん石を含む．間粒状 -襌間状組織．かんらん石

斑晶は場所によって量がかなり変化し，組成的には玄武岩から基性安山岩にわたる．かんらん石斑晶は

一部又は全部がサポナイトによって交代されている．

かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩(下部 - 上部の溶岩)　斑晶：斜長石・単斜輝石・斜方輝石

・かんらん石・鉄鉱物．石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・火山ガラス・鉄鉱物．間粒状 -襌間状組

織．かんらん石斑晶の量は場所によって異なり，含まないものもある．かんらん石斑晶の多くは粘土鉱

物に変質しているが，単斜輝石の反応縁と形態から推定される．輝石斑晶は集斑晶をなすことがあり，

まれに斜方輝石が単斜輝石を取り囲む平行連晶が見られる．

普通角閃石斜方輝石単斜輝石安山岩(下部 - 上部の溶岩)　斑晶：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・普

通角閃石・鉄鉱物．石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・火山ガラス・鉄鉱物．襌間状 -ガラス基流晶

質組織．普通角閃石斑晶はオパサイト化しているが，中心部は酸化せずに残っているものが多い．輝石

は集斑晶をなす場合がある．斜方輝石の縁辺部がオパサイト化した部分もある．

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　本層下部及び上部の普通角閃石輝石安山岩について全岩 K-Ar 年代測定を行い，そ

れぞれ 2.75Ma, 2.48Maの年代値が測定されたがこの値については検討を要する(第17表)．田麦川層

の板山凝灰岩より上位にある黒姫層に対比されることから，新潟油田の新第三系西山階に相当する．
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くろ ひめ

Ⅲ．６　黒 姫 層 (Kr)

命名命名命名命名命名 新潟短大附属高校地学部(1978)が歌代(1957a, 1957b)の地蔵峠層上部の火山砕屑岩を主体とす

る地層を独立させ，旧黒姫村にちなんで黒姫層と命名した．
もちろう

模式地模式地模式地模式地模式地　黒姫山の東斜面及び西斜面の柏崎市餅粮の沢上流部．

分布分布分布分布分布　石黒背斜(黒姫背斜)の西翼では，黒姫山を中心にして，柏崎市と高柳町・大島村・吉川町の境

界となっている山稜部に広く分布する．石黒背斜が北にプランジする頂部及び東翼では，柏崎市西之入

川中流から高柳町磯之辺・男山にかけて分布する．

層厚層厚層厚層厚層厚　黒姫山周辺で 700m，石黒背斜東翼の高柳町上島川中流で165m．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　黒姫山周辺では，田麦川層を傾斜不整合に覆っている．新潟短大附属高校地学部(1978)の

報告に不整合の露頭が詳しく記載されている．石黒背斜の東翼では，田麦川層中部に整合に重なり，田

麦川層上部と指交する．また，菅沼層とも指交する．不整合は火山活動中心域における火山活動直前の

隆起による変動の結果を表し，米山層の場合と類似している．米山層とほぼ同層準であるが，米山層上

部は本層の上位に重なる阿相島層までかかる可能性がある．

岩相岩相岩相岩相岩相　黒姫層は下部及び上部に区分される．

下部：かんらん石含有輝石安山岩の溶岩・火山角礫岩・凝灰角礫岩・火山礫凝灰岩と火山性砂岩及び

火山性砂岩とシルト岩の厚さ最大 50cm程度の互層からなり，普通角閃石輝石安山岩の火山角礫岩・凝

灰角礫岩・火山礫凝灰岩などと火山性砂岩・同質砂岩泥岩互層からなる部分を挟有する．かんらん石含

有輝石安山岩は塊状の溶岩もあるが，大部分は径数 -50cm大の火山岩塊を含むハイアロクラスタイト

である．高柳町とろ川上流には輝石安山岩の火山円礫岩がある．火山性砂岩は中粒-細粒の安山岩に由

来する砂粒からなり，火山礫凝灰岩層や凝灰角礫岩層・シルト岩層を挟有する．

普通角閃石輝石安山岩の火砕岩層の最下部には普通角閃石斑れい岩の角礫及び円礫を含む層厚約10

m の凝灰角礫岩層がある．火砕岩の角礫は普通角閃石輝石安山岩が卓越する場合と輝石安山岩や輝石

普通角閃石安山岩が混在する場合とがある．

石黒背斜東翼の高柳町磯之辺・男山地域では，輝石安山岩・普通角閃石安山岩の凝灰角礫岩・火山礫

凝灰岩，火山性砂岩及び泥岩からなる．輝石安山岩の火砕岩が多い．東翼では全体に層厚が極めて薄く

なる．

上部：砂岩泥岩互層・シルト岩からなり，普通角閃石輝石安山岩の角礫凝灰岩層・火山円礫岩層を挟

有する．折居川の北東部ではシルト岩層が卓越するのに対して南西部では砂岩泥岩互層となる．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載　かんらん石単斜輝石安山岩(溶岩・火山角礫岩の岩塊)　斑晶：斜長石・単斜輝石・かん

らん石・鉄鉱物．かんらん石の量は場所によって異なり，ほとんど含まないものもある．石基：斜長石

・単斜輝石・火山ガラス・鉄鉱物．間粒状 -襌間状組織．かんらん石は一部ないし全部がサポナイトに

よって交代されている．単斜輝石斑晶も部分的にサポナイトによって交代されているものがある．単斜

輝石斑晶の大きなものには累帯構造が見られ，砂時計構造の見られるものもある．斜長石及び輝石斑晶

には，ごく少量であるが，融食されているものがある．
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普通角閃石斜方輝石単斜輝石安山岩(火山角礫岩の岩塊)　斑晶：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・普

通角閃石・鉄鉱物．石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・火山ガラス・鉄鉱物．襌間状組織．普通角閃

石斑晶は新鮮なものもあるが，酸化普通角閃石化し，周囲はオパサイト化している．また，周囲が斜長

石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱物の集合に変わっているものもある．斜方輝石斑晶で少量ではあるが，

融食されているものがある．

化石化石化石化石化石　米谷(1978)の浮遊性有孔虫化石のGlobigerina pachyderma (dex.)/Globorotalia orientalis zoneに相当

する．また，Globorotalia inflata preinflata を含有し，No.3 G. inflata bedに当たる(第18図，久保田，

1985)．

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　米山層に対比される．浮遊性有孔虫化石から新潟油田新第三系の鮮新世前期西山階

下部に対比される．

はち こく さん

Ⅲ．７　八  石  山　層(Hc)　

命名命名命名命名命名　池辺(1940b)の八石山砂岩及び凝灰質集塊岩，及び安井ほか(1983)の八石山層上部層を再定

義．

模式地模式地模式地模式地模式地　八石山層の下部から上部にわたってほぼ連続的に観察できる小国町北部の国沢川ルートを模

式地とする．ただし，このルートでは安山岩溶岩類が観察できないので，柏崎市善根の不動滝ルートを

補助模式地にする．

分布分布分布分布分布　本図幅地域外の柏崎市広田鉱泉付近から八石山を経て柏崎市森近付近まで，八石背斜軸部に沿

ってドーム状に分布する．

層厚層厚層厚層厚層厚　東翼では100-200mで，国沢川ルートでは120m である．西翼では 300-400mで，不動滝ルー

トでは 400mである．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　下位の程平層に整合に重なる．本層の下限は沢栗・黒川(1986)の八石山安山岩質テフラ群

Ⅰ(Haa-Ⅰ)の基底とし，上限は八石山パミス質テフラ群(Hap)の頂部におく．

岩相岩相岩相岩相岩相　主に安山岩溶岩・火砕岩及びエピクラスティック堆積物からなり，泥岩層及び砂岩層を挟有す

る．また，流紋岩 -流紋デイサイト質テフラを挟有する．北部と南部，東翼と西翼では岩相に差が認め

られ，火山活動の中心は八石山地南部の西寄りにあった．八石山より北部の西翼では安山岩火砕流及び

エピクラスティック堆積物が多く，北部の東翼では安山岩火山礫凝灰岩・火山砂層などの火砕岩及びエ

ピクラスティック堆積物が多い．

安山岩溶岩類：柏崎市萄風滝 -久之木峠以南に分布する．背斜軸部付近に分布するものには柱状節理

の発達した溶岩流もあるが，大部分は自破砕溶岩である．岩質的には，背斜軸部付近に分布する比較的

下位の層準と考えられるものは普通角閃石斜方輝石単斜輝石安山岩が多く，ピロタキシティック -イン

ターサータル組織を示す．副成分鉱物として燐灰石をしばしば含むほか，黒雲母や酸化普通角閃石を含

むものもある．不動滝などに分布する比較的上位の層準のものは斜方輝石単斜輝石安山岩類が多く，か

んらん石の斑晶を含む玄武岩質安山岩類も見いだされる．ピロタキシティック組織を示すものが多い

が，萄風滝のものはハイアロピリティック組織を示す(阿部，1987)．
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安山岩火砕岩類：安山岩火砕流，同火山礫凝灰岩及び同火山砂層などからなる．火砕流堆積物は南部

の石川峠付近から北部西翼の柏崎市の南条川ルートまで見いだされる．南条川ルートでは層厚 80m で

中粒 -細粒砂サイズの基質中に径数 cm-3m 程度の普通角閃石斜方輝石単斜輝石安山岩や斜方輝石単斜

輝石安山岩の礫をしばしば含む．国沢川ルートでは安山岩火砕岩類は層厚15m のシルト層を挟んで，

八石山安山岩質テフラ群Ⅰ(Haa-Ⅰ)とⅡ(Haa-Ⅱ)に区分される(沢栗・黒川，1986)．Haa-Ⅰは層厚 7

mで単層厚 2-25cm程度の普通角閃石斜方輝石単斜輝石安山岩質の石質テフラ(砂 -シルト粒サイズ)が

シルト層を挟有しながら10数層以上認められる．Haa-Ⅱは層厚 80mで，(1)最大径1m 程度までの安山

岩塊を含む火砕流又はエピクラスティック堆積物，(2)安山岩火山礫(及び軽石)からなる火山礫凝灰岩，

(3)シルト中に安山岩礫や軽石を含むものなどがある．これらの安山岩礫は普通角閃石斜方輝石単斜輝石

安山岩ないし斜方輝石単斜輝石安山岩質である．なお，八石層最上部には最大径1cm 程度の普通角

閃石安山岩火山礫と軽石火山礫からなる八石山パミス質テフラ群Ⅲ (Hap-3)(層厚 20-80cm)が Hap-2

の上下に分布している．

安山岩エピクラスティック堆積物：主として八石山より北部に分布し，本図幅地域外の柏崎市広田鉱

泉付近で層厚約 200mと最も厚い．基質は凝灰質シルト -中粒砂であり，火山礫大から最大 1m程度の

安山岩礫を 30-50％程度含んでいる．安山岩礫には普通角閃石斜方輝石単斜輝石安山岩，輝石安山岩，

かんらん石含有玄武岩質安山岩質など多様のものを含む．このほか軽石やマッドボールもしばしば含まれ

る(中川，1987)．

流紋岩火山灰流堆積物：八石山パミス質テフラ群(Hap)には 2層の流紋岩質火山灰流堆積物が存在す

る．下位の Hap-1 は径 1-4cm 程度の軽石を含む軽石流堆積物で国沢川ルートでは 2 ユニット(層厚

230cm及び 320cm)に分けられる．重鉱物組成は普通角閃石≫斜方輝石＞単斜輝石＞黒雲母で，流紋デ

イサイト質である．上位の Hap-2は中粒砂サイズの軽石質火山灰流堆積物で層厚10-50cmのユニット

が 4層以上存在する．重鉱物組成は黒雲母が圧倒的に多く，流紋岩質である．

鍵層鍵層鍵層鍵層鍵層  Hap-2と Hap-3は特に分布が広く，本図幅地域外にも広がり，良好な鍵層である．

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　鮮新世前期の米山層・黒姫層に対比される．

すが ぬま

Ⅲ．８　菅 沼 層 (Sg)

命名命名命名命名命名　安井ほか(1983)による．池辺展生が八石山地の八石油田において菅沼泥質岩層(池辺，1940a)

あるいは菅沼泥岩層(池辺，1940b)と呼んだ地層の下半部に相当する．安井ほか(1983)はその下半部の

地層を菅沼累層と呼称した．

模式地模式地模式地模式地模式地　安井ほか(1983)の菅沼累層の模式地は北隣の柏崎図幅地域内にある．三島郡越路町菅沼の

東，袴沢川沿いの露頭である．本図幅地域では，小国町北部の国沢川にほぼ連続して模式的に露出して

いる．

分布分布分布分布分布　八石背斜の両翼で下位層を取り巻くように帯状に分布する．また，石黒背斜の北部及び柏崎市

安田から新屋敷にかけて分布する．

層厚層厚層厚層厚層厚　小国町の国沢川で約 270m，柏崎市の赤尾川で 230m である．
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層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　下位の八石山層に整合に重なる．下位層との境界はほぼ Hap火山灰層(沢栗・黒川，1986)

の上限にある．八石背斜と石黒背斜の本層は岩相及び層位的位置が同じであることから同一の地層とし

た．

石黒背斜ではその南部に分布する田麦川層の上半部及び黒姫層上部に指交する．

岩相岩相岩相岩相岩相　主に暗緑灰色の塊状泥岩からなり，層相の変化に乏しい．風化すると灰白色となる．暗色の細

かい筋が不規則に入る．石黒背斜では，塊状泥岩のほか，砂岩泥岩互層，礫岩層を挟む．

本層の下半部に10数枚の白色中粒 -細粒火山灰層と1層のゴマシオ状ガラス結晶質火山灰層が挟まれ

る．下位から菅沼ガラス質テフラ a(Sug a)，同 b(Sug b)，同 c(Sug c)，武石パミス質テフラ群

(Tsp)，武石ゴマシオテフラ(Tgm)，菅沼ガラス質テフラ d(Sug d)，不動滝パミス質テフラ(Fup)，同

e(Sug e)，同 f(Sug f)が認定されている(沢栗・黒川，1986)．

鍵層鍵層鍵層鍵層鍵層　不動滝パミス質テフラは国沢川，土口川の上流支沢，不動滝下流において確認されており，鍵

層として有効である．

化石化石化石化石化石　軟体動物：Palliolum (Delectopecten) peckhami GABB, Acila (Acila) divaricata (HINDS), Megayoldia

thraciaeformis (STOTER)ほかをまれに産する(第 5表)．

花粉化石花粉化石花粉化石花粉化石花粉化石：国沢川ルートでの分析がある(山野井，1979b)．

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　池辺(1940a)の菅沼泥質岩層の下半部(粗粒な沈泥岩部)，渡辺(1938)の塩沢黒色頁

岩層，歌代(1957a, 1957b)の板畑層にほぼ相当する．

本図幅地域外の米山地域の竹ヶ鼻層(米山団体研究グループ，1973)及び小千谷地域の牛が首層(柳沢

ほか，1986)に対比され，鮮新世前期である．

ひがし がわ

Ⅲ．９　 東 川 層(Hg)

命名命名命名命名命名　NODA(1962)による．

模式地模式地模式地模式地模式地　南側に隣接する松之山図幅地域内の松之山町赤倉における東川沿いとする．
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本図幅地域内では，高柳町石黒川ルートの寄合付近に模式的に露出する．　

分布分布分布分布分布　石黒背斜の東翼及び山中 - 桐山背斜を取り巻くように分布する．

層厚層厚層厚層厚層厚　石黒川で 420m．下位層へ漸移的に変わるか，泥岩とシルト質泥岩とが互層しながら変わるた

め，一義的に定めにくい．下限はシルト質泥岩を主体とする地層になる層準に置く．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　田麦川層及び黒姫層に整合に重なる．石黒背斜東翼北部では菅沼層を整合に覆う．

岩相岩相岩相岩相岩相  主に青灰色の塊状シルト質泥岩ないし細粒砂岩と泥岩の互層からなる．シルト質泥岩は，風化

すると灰白色となり，小塊状に割れる．更に，褐鉄鉱に被われる小球形の団塊が層状に配列することが

多い(第17図)．最上部には細粒・中粒の砂岩と泥岩の細互層が重なる．細互層の単層の層厚は 5-10

cm程度である．白色ガラス質火山灰薄層を挟む．

化石化石化石化石化石  海生の軟体動物化石(Noda, 1962)，有孔虫化石(第 4表)を産する．

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代      池辺(1940b)の山澗細砂層下部，新潟平野団体研究グループ(1970a, 1970b)の灰爪

層の大部分に一致する．

本図幅地域の八石背斜の八王子層，石黒背斜西翼の阿相島層に対比される．岡野町油田では渡辺

(1938)によって白岩灰色砂質頁岩層と呼ばれた地層である．

石黒川ルートにおいて本層の下部に挟在する Isg-h凝灰岩(第 58図)のフィッショントラック年代値は

3.23Ma である(村松，未公表)．新潟油田新第三系の西山階を示す有孔虫を含む．鮮新世後期の地層で

ある．
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あ そ じま

Ⅲ．10　阿 相 島 層(As)

命名命名命名命名命名　歌代(1957a, 1957b)による．歌代(1957a, 1957b)は砂岩・礫岩と軟体動物化石によって特徴づ

けられる地層を阿相島層と定義した．本報告でも基本的にはこの定義を踏襲する．本層の下限を模式的

に露出する阿相島川の支流において，軟体動物化石を含む礫岩層に置く．

模式地模式地模式地模式地模式地　柏崎市阿相島付近の阿相島川．小岩峠へ向かう阿相島川の支流に連続して露出する．

分布分布分布分布分布　柏崎市阿相島周辺から清水谷にかけて及び兜巾山の東斜面に分布する．

層厚　層厚　層厚　層厚　層厚　3 0 0 m．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　下位の黒姫層に整合に重なる．

岩相岩相岩相岩相岩相  暗青灰色の軟質な砂岩・シルト岩からなり，礫岩層・火山灰層を挟む．本層の下部は北東部で

普通角閃石輝石安山岩の角礫 -円礫岩・砂岩泥岩互層・火山礫凝灰岩層・軽石凝灰岩を挟有し，西南部

で砂岩・礫岩が卓越する．本層の中部は砂岩泥岩互層・石灰質砂岩・シルト岩・礫岩からなり，普通角

閃石輝石安山岩凝灰岩層を挟有する．本層の上部は青灰色の塊状シルト岩からなる．礫岩の礫種の多く

は安山岩である．数枚の火山灰層を挟有し，下部に阿相島Ⅱ凝灰岩(村松，1988)，中部に阿相島Ⅰ凝灰

岩(村松，1988)を挟む．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載　普通角閃石斜方輝石単斜輝石安山岩(阿相島層火山角礫岩，一部溶岩)　斑晶：斜長石・

単斜輝石・斜方輝石・普通角閃石・鉄鉱物・微結晶の燐灰石，ごく少量のかんらん石．石基：斜長石・

単斜輝石・斜方輝石・火山ガラス・鉄鉱物．填間状 -間粒状組織．普通角閃石斑晶は，中心部に酸化普

通角閃石化したものが残存し，その周囲はオパサイト化，更に外側は単斜輝石・斜方輝石・斜長石・鉄

鉱物の集合に変化している．単斜輝石の反応縁を持つものもある．石英の集合からなる捕獲岩を含有す

る．

化石化石化石化石化石　海生軟体動物化石，有孔虫化石を多産する．軟体動物化石については，歌代(1957a, 1957b)の

研究，有孔虫化石については，久保田(1985)の研究(第18 図)がある．浮遊性有孔虫は米谷(1978)の

Globigerina pachyderma (dex.) /Globorotalia orientalis zoneに当たる化石であるが，Globigerina pachydermaは左

巻の種が優勢であり，これは新しい事実として注目される．

阿相島層産の軟体動物化石は歌代(1957a，1957b)により二枚貝 42種，巻貝 24種計 66種の軟体動物が

報告され，鮮新世と推定された．歌代による主な種類は次のものである．これらは大桑-万願寺動物群

の一員である．

Acila divaricata(HINDS), Anadara(Anadara) amicula (YOKOYAMA), A. satowi ommaensis OTUKA, Glycymeris yes-

soensis (Sowerby), Lucinoma acutilineata (CONRAD), Patinopecten kurosawaensis (YOKOYAMA), Patinopecten yes-

soensis (JAY), Solemya tokunagai YOKOYAMA, Thyasira (Conchocele) bisecta CONRAD, Venericardia (Cyclocardia) fer-

ruginea CLESSIN, Venus (Mercenaria) chitaniana (YOKOYAMA), Yoldia naganumana (YOKOYAMA), Yoldia

 thraciaeformis scaph YOKOYAMA, Bittium etigoense OINOMIKADO et IKEBE, Nassarius (Zeuxis) gemmulatus (LAMAR-

CK), Natica (Tectonatica) severa GOULD, Turritella saishuensis YOKOYAMA, Turritella saishuensis etigoensis (IDA),

Umbonium (Suchium) suchiense YOKOYAMA.
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対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　池辺(1940b)の山澗細砂層下部，新潟平野団体研究グループ(1970a, 1970b)の灰爪

層の大部分に当たる．本図幅の八石背斜の八王子層，黒姫背斜東翼の東川層に対比される．前者は渡辺

(1938)によって白岩灰色砂質頁岩層と呼ばれた地層である．

浮遊性有孔虫化石は西山階を示唆している．阿相島Ⅱ，Ⅰ凝灰岩層のフィッショントラック年代値は

それぞれ 3.24Ma 及び 2.91Ma で(村松，1988)，鮮新世後期を示す．
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はち おう じ

Ⅲ．11　八 王 子 層(Hc)

命名命名命名命名命名　安井ほか(1983)による．

模式地模式地模式地模式地模式地　刈羽郡小国町八王子付近の土口川沿いの露頭．

分布分布分布分布分布  八石背斜の両翼に露出する下位の菅沼層を取り囲むように帯状に分布する．

層厚層厚層厚層厚層厚　八石背斜東翼の国沢川で 260m，八石背斜西翼の赤尾川で 300m．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　下位の菅沼層に整合に重なる．岩質の変化が漸移的であるため，両者は境界を定めにく

い．

岩相岩相岩相岩相岩相　主に塊状ないし平行な葉理が多く発達する砂質シルト岩からなり，細粒-中粒の砂岩層を挟む．

上部は砂岩シルト岩の互層からなる部分もある．最上部には層厚数 cm単位の砂岩層とシルト岩層がし

ばしば互層する．平行葉理に沿って径1－5cmの団塊が配列することが多い．白色ガラス質火山灰の薄

層が挟まれる．

国沢川において認定された火山灰層は，下位から国沢パミス粒テフラ(Ksp)，八王子ガラス質テフラ

a(Hog a)，同 b(Hog b)，同 c(Hog c)である．

化石化石化石化石化石　軟体動物化石を産出する(第 6表)．主な種類は Acila (Truncacila) nakazimai OTUKA, Nuculana

(Thestyleda) yokoyamai (KURODA), Turritella (Neohaustator) saishuensis s.l., Conchocele bisecta (CONRAD)である．

大桑 - 万願寺動物群に属する種類を含む．　

石川流域の八王子層から有孔虫化石を産出した(第 4表)．これは西山階を示唆している．花粉化石

は国沢川において山野井(1979b)によって分析された．

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　池辺(1940b)の山澗細砂層下部，新潟平野団体研究グループ(1970a, 1970b)の灰爪

層の大部分に当たる．本図幅地域の山中 -桐山背斜の東川層，石黒背斜西翼の阿相島層に対比される．

十日町図幅地域内の岩之沢層，小千谷図幅地域内の白岩層にそれぞれ対比される．有孔虫化石は西

山階を示唆し，鮮新世後期の地層である．

うお ぬま

Ⅲ．12　魚 沼 層  (U1，U2，U3，U4)　

命名命名命名命名命名　大村(1930)の魚沼統に由来する．大村(1930)は新潟油田(越後石油地)の第三系を，下位より頸

城統，中越統，魚沼統に区分し，IKI(1922)の和南津層と塚山層を魚沼統としてまとめた．

魚沼層は研究者によってさまざまに再定義されながら使用された(第 3表)．新潟平野団体研究グルー

プ(1970a, 1970b, 1983)はいわゆる魚沼層と中越層群最上部の山澗細砂層(池辺，1940b)の上部を一括し

て魚沼層群として再定義し，最下部，下部，中部，上部の各層に細分した．宮下ほか(1972)はこの魚沼

層群に相当する地層を下位から和南津層，塚山層，小国層に区分した．安井(1988)は八石油帯東部の魚

沼層群を岩相から山屋，芝ﾉ又，大積，岩田の各層に区分している．

魚沼層の下部－最下部には浅海成の砂を主とした地層が広く分布するので，これを魚沼層から切り離

し，和南津層とする考えもある(大村，1930;宮下ほか，1972;柳沢ほか，1986)．東隣の小千谷図幅で
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はこの考えに従って区分，記述された(柳沢ほか，1986)．しかし，本報告では，和南津層を魚沼層の一

つの岩相とした．

模式地模式地模式地模式地模式地　刈羽郡小国町猿橋から芝ﾉ又に至る芝ﾉ又川沿い(新潟平野団体研究グループ，1 9 7 0 a ,

1970b；宮下ほか，1972)

分布分布分布分布分布　東から片貝 - 真人背斜，渋海川向斜， 石川向斜の軸部，翼部をなして本図幅地域東半部に広
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く分布する．

層厚層厚層厚層厚層厚　積算層厚 2,500m に達するが，地域的な変化が大きい．芝ﾉ又川で1,250m．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　下位の東川層及び八王子層に整合に重なる．本層の最下部は東川層の上部と一部指交す

る．下限は最下部にくる厚い海成砂相の基底とする．

層相層相層相層相層相　主に砂・シルト・礫の周期的あるいは不規則な互層からなり，火砕岩層，亜炭層などを頻繁に

伴う．岩相の垂直的ならびに側方への変化が激しいため，広域的な岩相層序区分がいまだ確立していな

い．そうした状況の中で，火山灰，火山礫凝灰岩，凝灰角礫岩からなる火砕岩層は魚沼層の層序を確立

する上で重要な鍵層となる．本報告では魚沼層の層序区分として，魚沼丘陵団体研究グループ(1983)，

風岡(1988)に従って，この火山灰鍵層をもとに，岩相を配慮した区分，すなわち，最下部，下部，中

部，上部に区分する．しかしながら，この層序区分では魚沼層の複雑な岩相変化を地質図として表現で

きない．このため，本報告の地質図としては魚沼層の層相を礫砂シルト相(U1)，砂シルト相(U2)，海

成シルト砂相(U3)，海成砂相(U4)に区分し，表現した．風岡(1988)は本図幅地域から南隣の松之山図

幅地域にかけて広がる東樸城丘陵においてその層相の分布から15回の海進を識別し，下位から Ma010，

Ma020，……，Ma130，Ma135，Ma140 と呼んでいる．本図幅地域ではこのうち，Ma030より上位の海進

が記録されている．

まず４つに区分した層相について記述する．

礫砂シルト相礫砂シルト相礫砂シルト相礫砂シルト相礫砂シルト相((((( U 1U 1U 1U 1U 1 )))))

層厚数 m-10 数 m の礫層ないし砂礫層から層厚 5-40m の砂・シルト互層へと上方に細粒化する周期

的な互層である(第19 図)．柳沢ほか(1986)の礫シルト相(U1)に相当する．
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礫層は一般に下位の砂シルト互層を削り込んでいる．その堆積構造や礫径は変化に富むが，一般に級

化した斜交葉理の見られる中礫層が多い．斜交葉理はトラフ型を呈することが多いが，露頭断面の方向

によっては平板状に見えることもある．塊状で級化もしくは逆級化構造を示す礫層もある．この礫層に

は時としてインブリケーションが観察される．全体として東隣の小千谷図幅地域やその南の十日町図幅

地域に比し，礫径も小さく，また塊状の礫層の発達が悪い．礫種組成を第 20図に示す．一般に先第三系

の砂岩・頁岩，流紋岩 -デイサイト火砕岩及び安山岩の礫からなるが，上部層では，特に安山岩の礫が

多くなる．流紋岩ないしデイサイト質の火砕岩の礫には月長石を含む黒色の脱ガラス化した礫が特徴的

に含まれる．そのほか変斑れい岩，閃緑岩，変質安山岩などの礫が含まれる．砂・シルト互層は次の砂

シルト相と同じ層相を示す．ただし一般に砂の層厚がより薄い．

この礫砂シルト相は網状河川の堆積物と考えられている(小林ほか，1986)．

砂シルト相砂シルト相砂シルト相砂シルト相砂シルト相((((( U 2U 2U 2U 2U 2 )))))

層厚数10cm ないし 2-3m の極細粒 - 中粒の砂層と青灰色－灰色の層厚数 10cm ないし 2-3m のシルト

層との互層である(第21図)．しばしば間に砂とシルトの細互層を挟んだり，ときに下底に礫層を伴い，

上方に細粒化する周期的累重様式を示す．上部の砂シルト細互層やシルト層中にはしばしば亜炭層を挟

む．柳沢ほか(1986)の砂シルト相(U2)に相当する．

砂層にはリップル斜交葉理や小型のトラフ型斜交葉理が見られる(第 22図)．細互層は層厚数 cmの極

細粒砂もしくは砂質シルトとシルトの互層であり，ときに波状の成層構造を呈する．砂層，細互層，シ

ルト層にはしばしば草本の根や茎，広葉樹の化石，炭化木を含む．まれに Trapa， Trapulla などの果

実を産する．シルト層からは淡水性の珪藻化石を産する(新潟珪藻グループ，1983)．

本相は河川の後背湿地ないし停滞した水塊を伴う池沼の堆積物である．

海成シルト砂相海成シルト砂相海成シルト砂相海成シルト砂相海成シルト砂相((((( U 3U 3U 3U 3U 3 )))))

一般に層厚 2-3mの細粒砂と層厚10-200cmの暗褐色 -暗灰色のシルトとの互層である．シルト中に

はしばしば亜炭層を挟む．柳沢ほか(1986)の海成シルト砂相(U3)のうち，砂礫層及び砂層を除いたも

のに相当する．

砂層にはリップル斜交葉理や小型のトラフ型斜交葉理が見られる．まれにCorbicula japonica を産する．

シルトは風化すると細かく割れ，黄色い粉をふく．水に溶かすと pH1-3 を示し，硫黄含有量は 0.32-

3.21％である(風岡ほか，1986)．Corbicula japonica， Raetellops pulchella， Theora fragilis， Crassostrea gigas などの
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内湾生軟体動物化石を合弁の状態で産

する．また，海水生・汽水生・淡水生

の珪藻化石を混在して産する(新潟珪

藻グループ，1983)．

本相は内湾ないし潟の堆積物である．

海成砂相海成砂相海成砂相海成砂相海成砂相((((( U 4U 4U 4U 4U 4 )))))

層厚 5－5 0 m の淘汰の良い砂層及び

礫を層状に含む砂層からなる( 第 2 3

図)．一般に上部ほど粗粒になる．柳

沢ほか(1986)の海成シルト砂相(U3)

の内，砂礫層及び砂層を主とするもの

である．上下や側方に海成シルト砂相

(U3)に移化する場合も多い．

下部は淘汰の非常によい細粒 - 極細

粒の，平行葉理やハンモック様斜交葉

理の見られる砂層からなる．この部分

ではシルト層を挟さまない．小ミョウ

ガ型，ミョウガ型，小パイプ型，パイ

プ型の生痕化石( 生痕研究グループ，

1 9 8 3 ) が普通に見られる．まれに

Anodontia,  tearnsiana,  Lucinoma

act i l ineata ,  Umbonium aki tanum,

Glycymeris yessoensisなどの浅海生の軟

体動物化石を産する．

中部は一般に層厚 5-7mの，大型のトラフ型斜交葉理の見られる中粒 -極粗粒の砂ないし礫を層状に

挟む砂層からなる．下部との境界部には細粒砂との互層部がある．トラフ型斜交葉理から得られる古流

向は集中性に欠ける．

上部は平行葉理及び低角の斜交葉理の発達する粗粒 -極粗粒砂からなる．軟体動物化石や生痕はほと

んど見られない．ただし最上部に細いパイプ型の生痕化石が見られることがある．葉理に沿って砂鉄や

重鉱物が濃集し，ときに厚さ数 cm の層をなす．

本相は，魚沼層最下部に厚く発達するが，下部や中部にも見られる．最下部の本相はしばしば砂質シ

ルトを伴う．下部や中部の本相は一般に薄く，上に内湾ないし潟成の海成シルト砂相(U3)を伴うこと

が多い．地質図では下部や中部の本相は一部海成シルト砂相に含めて表現した．本相は波浪作用の影響

下で形成された三角州もしくは沿岸砂体(バリアー砂体)を示す．
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層序区分及び層相変化層序区分及び層相変化層序区分及び層相変化層序区分及び層相変化層序区分及び層相変化

本報告では魚沼丘陵団体研究グループ(1983)及び風岡(1988)に従って，火山灰鍵層(第 7及び13表)を

もとに，魚沼層を最下部，下部，中部，上部に区分する．層序区分と火山砕屑岩鍵層ならびに層相の層

位的関係をまとめると第 24，25図のようになる．第 26，27図には各ルートにおける各個柱状図を，第 28

図には渋海川上流地域における魚沼層の地質図(風岡，1988)を示す．
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魚沼層最下部魚沼層最下部魚沼層最下部魚沼層最下部魚沼層最下部

定義定義定義定義定義　下限は砂質シルトからなる八王子層も

しくは東川層の上位に重なるスランプ堆積層を

挟む数 cm-10cm オーダーの砂・シルト互層の

基底とする．上限は SK130の直上とする．

模式地模式地模式地模式地模式地　小国町西山橋から西に入る沢(第 26,

27図の 9)

層厚層厚層厚層厚層厚　魚沼層全体の模式地とされる小国町芝

ﾉ又川(第 26，27 図の 3)では約100m であり，

これより以北では最下部は分布しない．より以

南に厚くなり，川西町中仙田の入山沢(第 2 5，

26 図の 3)では約 360m となる．

層相層相層相層相層相　主に海成砂相( U 4 )からなるが，海成

シルト砂相( U 3 )を挟む．海成砂相は一般に砂

質シルトないし細粒砂層に始まり，粗粒砂層な

いし砂礫層で終る，5 0- 1 0 0 m 規模の上方粗粒

化層の周期的な繰り返しからなる．各周期的層

序(サイクル)は比較的よく連続する．より南ほ

ど下位の周期が認められる(第 27図)．芝ノ又川

では２サイクルの地層が認められる．川西町西

山橋から西に入る沢から南では３サイクル認め

られる．最下位のサイクルには犬伏 T B（I n -

TB）が挟まれ，また，安山岩を多く含む礫層もしくは砂礫層が上部に伴われる．これらのサイクルは波

浪作用の影響を受けた三角州堆積物である．指石川向斜両翼の最下部は主に海成砂相(U4)からなり，
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海成シルト砂相(U3)を伴う．　　　　　　　　　　　

魚沼層下部魚沼層下部魚沼層下部魚沼層下部魚沼層下部

定義定義定義定義定義　下限を SK130の上限とし，上限を SK110の下限とする．

模式地模式地模式地模式地模式地　川西町中仙田の入山沢(第 26, 27図の13)．

層厚層厚層厚層厚層厚　川西町西山橋から西に入る沢で最も厚く，約 600mであるが，南北両側へ薄くなり，芝ノ又川

で 360m，川西町室島付近の渋海川沿いで約 330mである．

層相層相層相層相層相　北部では海成相が卓越し，南部では陸成相が卓越する．入山沢ガラス質火山灰層(Irg)から辻

又川火山灰層(Tzc)の層準には火山礫を含む砂層ないし砂礫層が数層挟まれる．

川西町赤沢谷(第 26, 27図の12)以北に見られる海成砂相(U4)は下部の淘汰のよい極細粒 -細粒砂層と

上部の中粒 - 粗粒砂層からなり，しばしば海成シルト砂相(U3)を伴う．下部の細粒砂層にはパイプ型の

生痕とともにハンモック様斜交葉理が観察される．上部の中粒 - 粗粒砂層にはトラフ型あるいは低角の

斜交葉理が観察される．入山沢ガラス質火山灰層付近，辻又川火山灰層の下位，SK120 の直上の３層の

海成砂相はよく連続する．この海成砂相は前進埋立作用で形成された沿岸砂体(バリアー砂体)を示す．

入山沢以南では海成砂相(U4)は見られず，海成シルト砂相(U3)と砂シルト相(U2)からなる．

指石川向斜両翼では下部は海成シルト砂相(U3)，上部は砂シルト相(U2)からなる．砂シルト相は北

部で海成シルト砂相と指交する．

八石背斜西翼では火山灰鍵層 SK110が柏崎市善根字石川で見られ，魚沼層としての本層準は極めて

薄く，海成砂相(U4)からなる．

入山沢ガラス質火山灰前後の海成相( M a 0 5 0 )は層厚 1 0 - 5 0 m，海成砂相及び海成シルト砂相

(U3)からなり，東隣の小千谷図幅地域まで連続する．海成砂相の南限は川西町赤谷の西の沢である．

その南の入山沢沿いの旧国道沿いの崖では Corbicula japonica Crassostrea gigas Macrophthalmus (Venitus)

latreillei が産する(栗田，1986)．

SK120直上の海成相(Ma080)は東隣の小千谷図幅地域及びその南の十日町図幅地域にも連続する．柳

沢ほか(1986)の Ue C，及び魚沼丘陵団体研究グループ(1983)のヌマコダキ化石層に対比される．層厚

は15-120mに及ぶ．海成砂相(U4)及び海成シルト砂相(U3)からなるが，海成砂相の分布南限は入山沢

である．渋海川西岸中央部の本海成相のシルトからは Crassostrea gigas が産出する．南部のシルトからは

Corbicula japonica が産する．

魚沼層中部魚沼層中部魚沼層中部魚沼層中部魚沼層中部

定義定義定義定義定義　下限は SK110の下底，上限は SK030の上限とする．

模式地模式地模式地模式地模式地　川西町赤谷(第25, 26図の12)から西に入る沢及び小国町小国沢川(第25，26図の22-24).

層厚層厚層厚層厚層厚　渋海川東翼の小国沢川付近では 500-560m，南に厚くなり，川西町大白倉から赤谷城山にかけ

ては 750-800m となる．渋海川向斜西翼でも北部で薄く，芝ﾉ又川では約 350m である．南部で厚く，

赤谷西の沢では約 550m となる．八石背斜西翼では薄く150-200m となる．

層相層相層相層相層相　八石背斜翼部を除いて全域的に主に陸成層の砂シルト相( U 2 )と礫砂シルト相( U 1 )からなる．
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八石背斜東翼の小国町土口川(第 25, 26図の 2)以北では下部は海成砂相(U4)，上部は海成シルト砂相

(U3)からなる．小国町芝ﾉ又川では下部は主に海成シルト砂相(U3)，上部は砂シルト相(U2)からな

る．渋海川向斜軸部の小国町苔野島以南では下部に薄い砂シルト相(U2)が見られるが，上部は礫砂シ

ルト相(U1)からなる．本図幅地域南東部の片貝 -真人背斜軸部には広く砂シルト相(U2)が分布するが，

法末パミス火山灰層(Hop)の下位に海成シルト砂相(U3)が見られる．八石背斜西翼では海成砂相(U4)

からなる．指石川向斜軸部にわずかに分布する本層準は砂シルト相(U2)からなる．

広域的に分布する海成シルト砂相は火山灰鍵層 SK110から SK100ないし中部パミス質火山灰(PuI)付

近のもの(Ma100)と法末パミス質火山灰層(Hop)直下のもの(Ma110)である．シルトからは Corbicula



－ 46 －

japonica, Raetellops pulchella を産する．

魚沼層上部魚沼層上部魚沼層上部魚沼層上部魚沼層上部

定義定義定義定義定義　火山灰鍵層 Sk030 の上面より上位 .

模式地模式地模式地模式地模式地　渋海川向斜西翼では小国町苔野島の沢田川(第 26，27図の 7)，東翼では小国町小国沢川沿い .

層厚層厚層厚層厚層厚　渋海川向斜西翼では 530m 以上，東翼地域では1,000m 以上．

層相層相層相層相層相　渋海川向斜両翼では主に砂シルト相(U2)及び礫砂シルト相(U1)からなり，海成シルト砂相

(U3)を挟む．

渋海川向斜西翼では小国町増沢川(第 26, 27図の 6)以北で砂シルト相(U2)が，以南では礫砂シルト相

(U1)が優勢となる．火山灰鍵層 SK020 付近及びその上位の２層に海成シルト砂層(U3)が挟まれる．特

に上位の海成層は沢田川まで分布する．東翼では全体に礫砂シルト層(U1)が優勢であるが，火山灰鍵

層 SK020 から SK010 付近には砂シルト相(U2)が見られる．また SK020 の上位の海成シルト砂相(U3)が

北の大又川から小国沢川付近まで連続する．

魚沼層上部は図幅地域南東部の川西町新町新田から南にわずかに分布するが，ここでは砂シルト相

(U2)からなる．八石山背斜西翼の柏崎市赤尾付近にも本層準が分布するが，ここでは主に海成砂相

(U4)からなる．

魚沼層中部の法末パミス質火山灰層(Hop)より上位の海成相がいずれもその分布の南限が小国町桐沢

川(第 26, 27図の18)ないし芝ノ又川までに限られているのに比べ，SK020の上位の海成相(Ma140)はそ

の南限が小国町沢田川まで広がる．

化石化石化石化石化石　魚沼層からはさまざまな種類の化石が産出している．これらによって魚沼層の時代が決めら

れ，また古環境が推定されている．陸生の哺乳動物，植物，淡水生の植物，軟体動物，海生の魚類，甲

殻類，軟体動物，有孔虫などである．

脊椎動物化石脊椎動物化石脊椎動物化石脊椎動物化石脊椎動物化石：松本(1924)，高井(1940)は高柳町岡田の桐沢の和南津砂層(池辺，1968 は塚山層上部

としている)から長鼻類の Stegodon cf. akashiensis (TAKAI)の臼歯を報告した．魚沼層最下部の砂岩層に当

たる．

高井(1940)は川西町橘の魚沼層上部から産出した右下顎第２ないし第３大臼歯を Palaeoloxodon

namadicus naumanni として報告した．その後，田崎(1979)はElephas cf. shigensis (MATSUMOTO and OZAKI)

に改めた．

このほか，種類不明の肋骨が小国町芝ノ又川で魚沼層下部から，鯨の椎骨が川西町中仙田の渋海川で

SK030 直下の中部から発見されている(魚沼丘陵団研哺乳類グループ，1983)．

大型植物化石大型植物化石大型植物化石大型植物化石大型植物化石(第 8表)：小国町芝ﾉ又川ルートにおいて 35 科 41 属 50 種の植物化石が同定された(新潟

平野団体研究グループ，1970b)のを始め，樽沢川・田沢川・小国沢・渋海川の各ルート(新潟平野団体

研究グループ，1970b；新潟古植物グループ・新潟花粉グループ，1983)，樽沢川(斎藤，1978)におい

て調査された．その結果，下位から田川 -1，田川 -2，芝ﾉ又の３化石群集帯が認定された．

田川 -1帯は最下部から SK050までで，Metasequoia, Glyptostrobus などで特徴づけられ，更に Juglans
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cinerea var. megacinerea, Fagus microcarpa, Trapa mammillifera の消滅種，Tilia maximowicziana, Melia azedarach

の現生種を含む．大半の種が温帯地方に分布するが，Fagara ailanthoides ,  Melia azedarach ,  Zanthoxylum

 piperitum は暖温帯に植物である．水生植物も多い．田川 -2 帯は Juglans cinerea var. megacinerea, Fagus

 microcarpa のほか，Juglans mandshurica の出現で特徴づけられる．更に，Trapa mammillifera, Phellodendoron

amurense, Corylus heterophylla, Phellodendoron amurense, Corylus heterophylla, Sapium sebiferum var. pleistoceacaを含む．

下位と上位の化石帯との中間的組成からなる．水生植物が多い．芝ノ又帯は第三紀型の植物を含まず，

Fagus crenata や Juglans sieboldiana の出現によって特徴づけられる．このほか，Tr a p a  m a m m i l l i f e r a ,  T i l i a

maximowicziana, Aesculus turbinata, Phellodendoron amurense, Menyanthes trifoliata を多く含む．温帯地方の種のほ

か，冷温帯の丘陵 - 山地にかけて分布する種も含まれる(新潟古植物グループ・新潟花粉グループ，

1983)．　

このほか，大森・歌代(1951)は柏崎市(当時鵜川村)駒の間北方の村道脇崖から Juglans cinerea LINNE を

報告した．産出層は駒の間層(歌代は女谷層群駒ノ間含亜炭層と呼称)である．歌代(1961)は高柳町門出

倉下橋の指石川川底に露出する魚沼層(歌代は岡の町層と命名)から Juglans cineria LINNE の産出を報告

した．

花粉化石花粉化石花粉化石花粉化石花粉化石：山野井(1973, 1979a)，山野井・新戸部(1970)ほかにより研究され，特に本図幅地域では

芝ノ又川(新潟平野団体研究グループ，1970b；新潟古植物グループ・新潟花粉グループ，1983)(第 29図)

・入山沢ルート(新潟古植物グループ・新潟花粉グループ，1983)・国沢川ルート(山野井，1979b)にお

いて調査された．

新潟古植物グループ・新潟花粉グループ(1983)によれば，下位から Metasequoia 帯と Fagus 帯に分けら

れ，それらの境界は SK050 のやや上位にある．前者は SK110 付近を境として Metasequoia 型のみからな

る下位Metasequoia 亜帯と，Metasequoia型にCryptomeria 型を伴う上位Metasequoia－ cryptomeria 亜帯に細分された．

Fagus 帯は SK030 と SK020 との中間の層準で，下位の Fagus － Cryptomeria 亜帯と上位の Fagus－Tsuga 亜帯

とに細分された．田川 -1 帯が Metasequoia 帯に，田川 -2 帯が Fagus－ Cryptomeria 亜帯に，芝ノ又帯が

Fagus-Tsuga 亜帯にそれぞれ対比される．

珪藻化石珪藻化石珪藻化石珪藻化石珪藻化石：新潟平野団体研究グループ(1970b)・新潟珪藻グループ(1983)は芝ノ又川ルートにおいて

調査し ,次のように結論している(第 30図)．魚沼層群最下部層では海生種が 80%，汽水生種が 20%で，

Melosira sulcata, Coscinodiscus marginatus が含まれ，沿岸の浅海域を示す．下部層では沿岸・暖海生の種の

Cyclotella stylorum, 汽水生種のNitzschia granulata, N. punctata, 汽水生種のGyrosigma distortum などが含まれ

る．下部は浅海，上部へ向かって汽水環境にかわる．中部層の多産種は Stephanodiscus astraea, Eunotia pec-

tinaris, Cocconeis placentula, Gyrosigma acuminatum である．下部には海生-汽水生種が混じる．淡水域に海水

が繰り返し侵入する潟 -内湾の環境を示す．上部層では，Cocconeis placentula, Synedra ulna, Rhopaloidia gib-

berula, Eunotia, Pinnularia などが優先する．潟，沼沢地に一時的に海水が侵入した．

生痕化石生痕化石生痕化石生痕化石生痕化石：生痕研究グループ(1983)により川西町中仙田入山沢，沢田川，芝ノ又，離山ルートにおい

て調査された．小ミョウガ型・ミョウガ型・パイプ型細パイプ型・マカロニ型などの生痕化石が識別

されている．

軟体動物化石軟体動物化石軟体動物化石軟体動物化石軟体動物化石：池辺(1941)は八石油田周辺の化石帯について，また池辺(1942)は魚沼統産の軟体動物
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化石について報告している．　　

魚沼丘陵団研軟体動物研究グループ(1983)は魚沼層から産出する軟体動物化石を報告し，大桑 - 万願

寺動物群からなる浅海生種，内湾生種，淡水生種からなることを明らかにした．本図幅地域内の産出に

ついて述べる．

魚沼層群最下部層では，川西町小脇，桐山沢上流の火山灰質細粒砂層から Anodontia stearnsiana,
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Placamen t iara が産出．川西町中仙田，入山沢上流で SK130 の約 20m 上位の青灰色砂質シルト層から

Megayoldia thraciaeformis が産出．犬伏ＴＢの約 20m 下位の暗青灰色シルト層から Corbicula japonica が産

出．柏崎市山室の細粒砂層から合弁のLucinoma acutilineata, Anodpontia stearnsiana, Cyclina sinensis, Saccella sp.,

 Arcopsis  symmetrica が産出．小国町芝ノ又，芝ノ又川で S K 1 3 0 中の中粒砂層から Lucinoma act i l ineata ,

Anodontia stearnsiana の破片が密集して産出する．これは山横沢化石帯に相当する．

下部累層では，川西町中仙田，仙田トンネル東側の県道において上位の青灰色細粒砂層から

Crassostrea gigas の密集層．このほか，Cerithiidae  gen.  et  sp.  indet., Macrophthalmus  (Venitus) latreillei

(DESMAREST) ノコハオサガニ(栗田，1986)が産出．下位の植物片を含む青灰色シルト層から Corbicula

japonica, Psammotaea  c f .  elongata,  P .  sp. ,  Cer i th i idae gen et  sp.  indet. , Macrophthalmus  (Venitus) latreillei

(DESMAREST) ノコハオサガニが産出．小国町芝ノ又川の SK120 の約 200m 上位にある暗青灰色細粒砂層

(層厚15cm)から Raetellops pulchella, Solen sp., Dosinia sp. が密集して産出する．川西町入山沢ルートから

十日町市浅河原川ルートにおいて，津池ゴマシオ火山灰層と名ｹ山 T B の間の暗青灰色粘土層ないし砂

質シルト層から Potamocorbula amurensis を特徴的に産出する．この地層はヌマコダキガイ化石層と呼ばれ

ている．内湾から潟湖に生息する Potamocorbula amurensis, Crassostrea gigas, Corbicula japonica, Musculista

senhousia, Macoma (Macoma) tokyoensis, Trapezium (Neotrapezium) liratum, Macoma incongruaを産出する．

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　火山灰層序に基づいて，西山丘陵に分布する西山層の上部，灰爪層及び西越層に対

比されている(安井ほか，1983；小林ほか，1986)．

フィッショントラック年代(第 6図，第15表)，古地磁気層序(第 31図)，微化石から判断して，鮮新世

後期 -更新世中期の初期の地層である．しかし，鮮新／更新世の境界については二つの意見(第 7図)があ

り，まだ一致した見解に達していない(小林ほか，1988)．

こま ま

Ⅲ．13　駒 の 間 層(Km)

命名命名命名命名命名　米山団体研究グループ(1973)による．

模式地模式地模式地模式地模式地　柏崎市清水谷から駒の間に至る鵜川本流沿い．そのほか，中部層は折居川下流，上部層は柏

崎市清水谷の沢でもよく露出している．

分布分布分布分布分布　鵜川を中心にして鵜川向斜の軸部に分布する．

層厚層厚層厚層厚層厚　下部110m，中部 70m，上部160m 以上．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　鵜川向斜西翼の上野西方で米山層を不整合に覆っている(米山団体研究グループ，1973)．

地層の分布から，阿相島層とも不整合関係にあると判断できる．

層相層相層相層相層相　下部，中部，上部に分けて記載する．

下部は礫岩・砂岩・シルト岩からなり，凝灰岩・亜炭層を挟有する．駒の間西方では礫岩が卓越する

が，側方変化が激しい．礫岩の礫は最大径 2m に達するが，普通は 5-50cm で，亜角礫 - 円礫である．

礫種は普通角閃石斑晶の目立つ複輝石普通角閃石安山岩を主体とするが，輝石安山岩もある．基質は雑

色の凝灰質砂である．上部では火山角礫岩及び火山円礫岩状の礫岩を含む．餅粮の沢では土石流堆積物

の様相を示す．砂岩・シルト岩はいずれも凝灰質で，礫岩と互層したり，側方に移り変わる．シルト岩
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中には植物片を多く含む．最下部に層厚約 3m の黒雲母を含む軽石凝灰岩(駒の間火山灰層)を挟有す

る．上部には普通角閃石と斜方輝石の目立つ軽石凝灰岩が多く，厚いものは層厚 4.2m に達する．

中部は普通角閃石輝石安山岩の火山泥流様の堆積物で，安山岩の大小の角礫を多量に含む凝灰角礫岩

である．礫の淘汰は極めて悪く，全体に塊状である基質は風化作用によって粘土化していることが多

い．

上部のうち下半部は普通角閃石斑晶の目立つかんらん石含有普通角閃石複輝石安山岩溶岩からなり，

上半部は同質火砕岩からなる．溶岩には，長径12cmに達する普通角閃石巨大斑晶と普通角閃石斑れい

岩の捕獲岩が含まれる．丘陵部では風化が激しく，赤褐色を示し，粘土化している．

柏崎市苛島南部の鵜川屈曲部に露出する白色ガラス質凝灰岩(苛島凝灰岩，村松，1987)は，上半部の

基底の層準にある．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載　かんらん石含有普通角閃石複輝石安山岩(駒の間層上部溶岩)　　斑晶：斜長石・単斜輝石

・斜方輝石・普通角閃石・かんらん石・鉄鉱物．石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・火山ガラス・鉄

鉱物．襌間状組織．普通角閃石斑晶の一部は残存しているが，大部分は酸化角閃石に変化し，オパサイ

ト縁を持つか分解している．いずれも単斜輝石の反応縁が見られる．巨大結晶は融食された形状を示

し，単斜輝石・斜長石・鉄鉱物の集合に変わっていることが多い．また，いわゆるオパサイト化し，微

細な鉄鉱物の集合に変わっているものもある．かんらん石は自形を示し，単斜輝石の反応縁を持つ．

化石化石化石化石化石　下部のシルト岩中から Juglans cineria, Fagus  sp., Alnus sp., Corbicula japonica を，亜炭層からMe-

nyantes sp. の種子の産出が報告されている(大森・歌代，1951；米山団体研究グループ，1973)

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　層序的位置及び岩相から判断して，魚沼層に対比される．

下部の駒の間火山灰層のフィッショントラック年代値は 2.28Ma であり(村松，未公表)，上部の苛島

凝灰岩の年代値は 1.11Ma である(村松，1988)．

 Ⅲ．14　貫  入  岩

長者長者長者長者長者ノノノノノ手箱貫入岩手箱貫入岩手箱貫入岩手箱貫入岩手箱貫入岩(島津ほか，1971)：柿崎町南黒岩にある．小萱層を貫く輝石安山岩の貫入岩体で，

柱状節理がよく発達する．普通輝石の大きな斑晶を含み，かなり結晶度がよく，方解石・オパール・沸

石・石英・カリ長石などの鉱物が石基の間に形成している．黒岩石として採石されている．沸石は方沸

石・輝沸石・束沸石など多数産出する(溝田ほか，1976)．溝田ほか(1976)は黒岩貫入岩と呼んでいる．

旗持山貫入岩旗持山貫入岩旗持山貫入岩旗持山貫入岩旗持山貫入岩(島津ほか，1971)：柿崎町南黒岩にあり，長者ﾉ手箱貫入岩体の南側にある．淡緑色普

通角閃石安山岩で，普通角閃石の巨晶を多量に含み，柱状節理が発達する．

谷根貫入岩谷根貫入岩谷根貫入岩谷根貫入岩谷根貫入岩：柏崎市谷根ダムの米山湖の東側にある．米山層下部を貫く普通角閃石輝石安山岩の貫入

岩体である．

このほかに，柏崎市女谷の北東方に安山岩からなる貫入岩体がある．
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Ⅳ．中・上部更新統 -完新統

魚沼層の最上部は中部更新統に入るが，本報告では前章に含めた．ここでは，魚沼層ないし駒の間層

を不整合で覆う中部更新統以上について記述する．

本図幅地域内の中・上部更新統 -完新統は下位から久米礫層，安田層，更新世段丘堆積物，完新世段

丘堆積物，氾濫源堆積物及び扇状地堆積物である．

く め

Ⅳ．１　久 米 礫 層 (Ku)

命名命名命名命名命名　新称

模式地模式地模式地模式地模式地　柏崎市水上，久米．

分布分布分布分布分布　柏崎市水上，久米の東側の丘陵斜面，芋川周辺に分布する．

層厚層厚層厚層厚層厚　約150m．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　米山層，菅沼層，八王子層及び駒の間層を不整合に覆っている．

岩相岩相岩相岩相岩相　巨礫から細礫まで含む不淘汰な礫層からなる．円-平円礫が多く，亜角礫質のものも含まれる．

礫種は安山岩，板状節理のある安山岩を主体とする．尼が額峠の東斜面ではデイサイト－流紋岩の礫を

含むのが特徴である．層厚 5m 程度の黄褐色火山灰質泥層が挟在する．礫層の上位には層厚約 5m の

粘土化した白色の風化層及び赤褐色土ないし赤色土が重なる．

対比対比対比対比対比・・・・・地質時代地質時代地質時代地質時代地質時代　層位的位置，岩相から判断して，青海川層(柏崎平野団体研究グループ，1966)に対

比される可能性が大きい．また，大坪層(柏崎平野団体研究グループ，1966)との関係が問題として残

る．

やす だ

Ⅳ．２　安 田 層 (Ya)

命名命名命名命名命名　佐渡(1933)が柏崎 -米山地域の下部第四系に対して命名．柏崎平野団体研究グループ(1966)が

後期更新世の段丘堆積物として再定義した．

模式地模式地模式地模式地模式地　柏崎市横山(北隣の柏崎図幅地域内で，本図幅地域北端の柏崎市堀の北西約1.5km)．

分布分布分布分布分布　鵜川と指石川に挟まれた丘陵の北部に開析の進んだ低平な段丘(安田段丘)を構成して，柏崎市

安田から南下にかけて分布する．

層厚層厚層厚層厚層厚　模式地周辺で約 30m，本図幅地域内ではそれよりやや薄い．

層序関係層序関係層序関係層序関係層序関係　鮮新統菅沼層や八王子層に不整合で重なる．

層相層相層相層相層相　青灰色 - 暗灰色シルトと砂の不規則な互層からなる．模式地では約12m の安田層が露出してい

るが，岩相から上下の２部層に区分されている(柏崎平野団体研究グループ，1966)．下部は青灰色 - 暗

青灰色のシルトと砂の不規則な互層からなる．シルトは一部暗灰色で泥炭質な粘土となり，植物化石を

多産する．下部上半部には内湾生軟体動物化石を産する．上部は灰 - 灰褐色のシルトと砂の互層である
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が，最上部に砂礫層を伴う．

柏崎市堀の北方には比高10m 以下の段丘面があるが，その崖で約 8m の安田層が観察される．下部

は塊状の青灰色シルト及びシルト質砂からなり，その上に薄い灰褐色，弱い葉理の見られる中 -粗粒砂

層を挟む．上部は灰白色の成層したシルトと細粒 -中粒の葉理の発達した砂層からなる．中部のシルト

及び砂層は側方へ紫灰色シルトに移化する．このシルトには植物化石が産する．ここでは砂礫層の発達

が悪いが，下部層・上部層ともに砂礫層を伴う地域も多い．下部層は全体に植物化石や炭質物を含むこ

とを特徴とする．

柏崎平野の形成に深く関連して形成された地層であり，鵜川及び指石川の扇状地及び河川堆積物であ

る．模式地以北の中部に見られる海進に伴う柏崎平野の内湾 -汽水化は図幅地域のすぐ北にまで達した．

化石化石化石化石化石　下部層の泥炭質粘土・シルトから Trapa macropoda, Styrax japonicum, Brasenia peltata, Scirpus sp.,

 Alnus japonica などの植物化石が産する(柏崎平野団体研究グループ，1966)．

時代と対比時代と対比時代と対比時代と対比時代と対比　段丘の比高・開析度から後期更新世の堆積物で，中位段丘に相当し，新潟の信濃川沿い

に発達する河岸段丘の米原段丘に対比される．

Ⅳ．３　更新世段丘堆積物

信濃川及びその支流の流域には，第 32図に示し

たように数段の河岸段丘が発達し，数多くの研究

が行われてきた．本図幅地域においては，信濃川

の支流域周辺に数段の更新世河岸段丘面が識別さ

れるが，段丘堆積物の分布は連続性に乏しく散在

的で狭く，しかも活褶曲運動により段丘面が変位

を受けているため，信濃川本流地域との対比は明

確ではなく今後に問題を残している．　

本図幅地域では更新世の段丘面として高位段丘

面を２面，中位段丘面を１面及び低位段丘面を２

面，このほか，一括した沖積段丘面１面を識別し

て示すにとどめる(他地域との対比は第 3 2 図参

照)．

なお，小国盆地において新潟平野団体研究グル

ープ( 1 9 7 0 b ) ，新潟第四紀団体研究グループ

(1969)は完新世と更新世の段丘を識別した．前者

は盆地の大部分を占め，相模原面(比高 7 - 1 0 m )

と新町面(比高15-20m)に区分し，後者の更新世

段丘は東側の山地沿いに分布し，薄いローム層に

覆われる．これは低位面と中位面に区分され，低
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位面の小国中学面(比高 25-40m)の堆積物は層厚 45cm のローム層，上部の灰色 - 黄灰色シルト層，下部

の礫層からなる．137.7m 面(50-75m)の堆積物は層厚100cm のローム層，上部の灰色 - 黄灰色シルト

層及び下部の礫層からなる．

高位段丘高位段丘高位段丘高位段丘高位段丘ⅠⅠⅠⅠⅠ堆積物堆積物堆積物堆積物堆積物

本図幅地域における高位段丘Ⅰは，小千谷図幅地域では，柳沢ほか(1986)のＴ1 段丘，新潟平野団体

研究グループ(1968)の越路原Ⅰ面に相当する．

本図幅地域では，川西町坪山西方の丘陵地の標高 320-350ｍ付近にわずかに分布する程度である．露

頭に乏しく堆積物の層相は明瞭ではないが，小千谷地域山本山付近では，砂礫層とシルト・砂層からな

り，上部に３ｍのローム層をのせる(新潟平野団体研究グループ，1972a)．

高位段高位段高位段高位段高位段丘丘丘丘丘ⅡⅡⅡⅡⅡ堆積物堆積物堆積物堆積物堆積物

本図幅地域における高位段丘Ⅱは，小千谷図幅地域では，柳沢ほか(1986)のＴ 2 段丘，津南地域の卯

ノ木段丘(信濃川段丘研究グループ，1970)に相当する．

本図幅地域では，川西町南沢川以南の丘陵地の標高 250-290 ｍ付近及び小国町渋海川右岸の丘陵地の

標高130-150ｍ付近に分布する．前者の段丘面は東方に傾動している．特に後者では段丘面の開析は著

しく丘陵稜線に沿って樹枝状に分布する．小国町渋海川東岸の延命寺ヶ原の標高150 ｍ付近の尾根道の

露頭では，10 ｍ以上の厚さの風化した明灰－黄褐色シルト上に２ｍ近くの厚さの赤褐色ローム層をのせ

ている．

中位段丘堆積物中位段丘堆積物中位段丘堆積物中位段丘堆積物中位段丘堆積物

本図幅地域における中位段丘は，小千谷図幅地域のＴ 3 段丘(柳沢ほか，1986)及び津南地域の朴の木

坂段丘(信濃川段丘グループ，1968)に相当する．

本図幅地域では，渋海川，指石川の流域の丘陵の標高150ｍ付近に小分布をなして散在するほか，本

図幅地域南東端部の川西町の丘陵東縁部の標高 200-230m 付近に若干発達する程度であるが東隣の小

千谷図幅地域で最も広範囲に発達する．面はやや開析されており，砂礫及びその上位に重なる薄いロー

ム層からなる．

低位段低位段低位段低位段低位段丘丘丘丘丘ⅠⅠⅠⅠⅠ堆積物堆積物堆積物堆積物堆積物

本図幅地域における低位段丘Ⅰは，小千谷図幅地域のＴ 5 段丘(柳沢ほか，1986)及び津南地域の貝坂

段丘(信濃川段丘グループ，1968)に相当する．

本図幅地域では，本図幅地域南東端部の川西町の標高160-175m 付近の平野部に小千谷図幅地域より

連続した分布が見られ，また，小国町の渋海川流域，特にその右岸の標高100-115m 付近に発達する．

このほか指石川流域でも小分布が見られる．

段丘面は比較的平坦であまり開析されていない．主にシルト・砂・砂礫層からなり，薄い(1m 以下

の)ローム層が上位に重なる．

低位段低位段低位段低位段低位段丘丘丘丘丘ⅡⅡⅡⅡⅡ堆積物堆積物堆積物堆積物堆積物

本図幅地域における低位段丘Ⅱは，小千谷図幅地域のＴ 7 段丘(柳沢ほか，1986)，津南地域の正面段

丘(信濃川段丘グループ，1968)に相当する．本図幅地域では，渋海川及び指石川流域に発達し，比高は

南部で 50-60mであるが北に向かって減少し，北部では，10-15m程度になる．本段丘は更新世段丘の
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うち最新期の段丘で，主に数ｍ厚さの礫層とその上位の薄いローム層からなる．

化石化石化石化石化石　新潟平野団体研究グループ(1972)によれば，本報告の高位段丘Ⅰ・Ⅱ，中位段丘及び低位段丘

Ⅰ・Ⅱに対比される段丘堆積物中のシルト層及び泥炭層のいずれも針葉樹種の花粉粒が多産し，これら

の段丘堆積物堆積期には冷涼な気候であったという．

年代年代年代年代年代　本報告の高位段丘Ⅱ，中位段丘及び低位段丘Ⅰ・Ⅱに対比される段丘堆積物中の材化石につい

て，14C年代が報告されている(第 32図；新潟火山灰グループ，1981)．一方，早津・新井(1981)はテフ

ラ層の年代と段丘面の被覆関係から，T3(10 万年前)，T5(5 万年前)，T6(2.5 万年)，T7(2.1-2.2 万年

前)と段丘の年代を推定している．上記二つの年代値は大きくかけ離れており，特に14C 年代について

は検討の余地が大きい．

Ⅳ．4　完新世段丘堆積物

本河岸段丘堆積物は渋海川，指石川及び鵜川沿いに分布する．ローム層を欠いており，完新世に形成

されたと考えられる．

東隣の小千谷図幅地域のＴ 8 段丘からＴ10 段丘に相当する．本図幅地域でも部分的に数 - 10 数ｍの崖

やわずかな傾斜変換点で 2-3 段に区分されるが，連続性は悪く本図幅地域にある信濃川支流間及び信濃

川本流地域との段丘面と対比する根拠が乏しいので，低位段丘堆積物Ⅲとして一括しておく．現河床か

らの比高はだいたい 20 ｍ以下で最下位の段丘面は東又は西方に緩傾斜し，沖積面下に潜入することが

ある．主に礫層からなる．

渋海川向斜軸部の川西町室島付近では，5 ｍ以上の厚さを持ち，褐色の粗粒砂及び径 5cm 以下の円 -

亜円礫を含むルースな礫層からなる．

Ⅳ．5　扇状地堆積物

川西町新町新田から坪山にかけて丘陵東縁部，渋海川支流楢沢川出合い，指石川支流久之木川出合

い，鵜川流域岩ノ原及び貝渕付近に小規模な沖積扇状地が発達する．新町新田から元町及び坪山にかけ

ては三つの小扇状地が複合しているが，いずれも半径 500-600m 以下で水田として利用されている．主

に砂や礫からなる．

Ⅳ．6　地すべり堆積物及び崖錐

本図幅地域丘陵部の緩斜面や山麓部には，地すべり堆積物や崖錐起源の堆積物が頻繁に分布する．そ

の堆積物は後背地の地質を反映した不淘汰な角礫 -ブロックを含み，砂質の基質をもつ．時代は更新世

から完新世に及び，二次的な滑動を示すものもあるが，地質図には表現されていない．地すべりについ

てはⅥ .1 地すべりと斜面崩壊を参照されたい．
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Ⅳ．７　氾濫原堆積物

信濃川の支流である南北性の渋海川，指石川及び鵜川沿いに氾濫原堆積物が分布する．これらは礫・

砂及びシルトからなる．地表の形態では，旧河道・自然堤防・谷底低地及び現河床に分けられるが，地

質図では区分せず一括して示してある．

Ｖ．地 質 構 造

新第三系堆積盆地の信越区(池辺，1957)は N-S から NE-SW 方向の褶曲構造が卓越し，この地域の

特徴となっている．この信越堆積盆地の地質構造は鈴木・三梨(1974)によって大複向斜区に区分され，

そのなかでも本図幅地域を含む東樸城丘陵地域は第１・２級の向斜・背斜からなる複背斜区として区分

された．植村(1976)は褶曲形態の違いから信越区を３地域に分けている．岡野町地域は柏崎 - 銚子線の

西側に位置し，北越区と南越区との境界地帯に当たる．本図幅地域の各背斜は北越区の背斜群と一連の

褶曲帯に含め，西側複背斜列と呼ばれている．これらは左雁行状配列を示している．U E M U R A  a n d
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SHIMOHATA(1972)，IWAMATU and HATTORI(1975)はこの褶曲の形成機構について論じている．

本図幅地域内には，N-S から NE-SW 方向の軸を持つ褶曲が配列している(第 33 図)．東側から，小

千谷向斜，片貝－真人背斜(時水背斜)，渋海川向斜，八石背斜，山中 - 桐山背斜，指石川向斜，石黒

背斜(黒姫背斜)，鵜川向斜であり，更に南西部に田麦川向斜，小谷島背斜，熊谷川向斜がある．米山山塊地

域は20－30゜で南東に傾斜する同斜構造である．鵜川上流には数本の推定断層が走る．

Ⅴ．１　褶  曲　

小千谷向斜小千谷向斜小千谷向斜小千谷向斜小千谷向斜　主部は東隣の小千谷図幅地域に見られ，本図幅地域内では南東縁の川西町上野付近の段

丘堆積物の下に潜在している．本向斜は小千谷図幅地域内の北部では中期更新世の段丘を変形させ，ま

た沖積段丘にも影響を与え，活褶曲とされている(柳沢ほか，1986)が，本図幅地域内では段丘に影響を

与えていない．

片貝片貝片貝片貝片貝 -----真人背斜真人背斜真人背斜真人背斜真人背斜(時水背斜)　渡辺(1938)は道見背斜(別名倉下山背斜)と呼んでいる．また時水背斜と

も呼ばれている．丸山丘陵の山稜にほぼ沿って NNE-SSW 方向に，本図幅地域の北側の長岡市片貝越

路原付近から南側の松代町滝沢付近まで延びる背斜で，軸長が約 30kmに及ぶ．本図幅地域内はこのう

ち中央部の約 5.5kmに相当する．背斜の軸部には魚沼層の下部が露出し，東西両翼には同層の上部ま

で露出している．東翼の傾斜は15-25ﾟで，西翼の傾斜は15-30ﾟであり，ほぼ対称的な形態を示す．鈴木

ほか(1974)は中核部に基盤の露出していない第１級の背斜で，横曲げ褶曲からなるという．　

渋海川向斜渋海川向斜渋海川向斜渋海川向斜渋海川向斜(渡辺，1938)(第 34 図)　渋海川に沿って本図幅地域外の越路町居平付近から川西町小脇
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付近まで N-S 方向に延びる向斜で，軸長が約 20

k m に及ぶ．本図幅地域内はこのうち北半部の約

9 . 5 k m に相当する．向斜軸部は北部で小国盆地

の東側を，南部で渋海川にほぼ沿って走り，魚沼

層の上部が軸部に露出する．小国盆地では軸方向

に長くかつ幅の広い盆状構造であるが，盆地南部

の小国町苔野島から南では軸付近の地層が急傾斜

になり，軸の西側は特に著しく急傾斜する．

八石背斜八石背斜八石背斜八石背斜八石背斜　八石山の稜線にほぼ沿って，本図幅

地域外の長岡市大積高鳥町付近から柏崎市森近付

近まで N N E - S S W 方向に延びる背斜で，軸長が

約16km に及ぶ．本図幅地域内はこのうち南半部

の約 8 k m に相当する．背斜軸部に当たる武石峠

- 久之木峠間では最下位の程平層が露出し，この

地域を中心に背斜軸方向に延びたドーム状の構造

を形成している．西翼の傾斜は 25-60 で゚あって，

ほぼ対称的な形態を示すが，東翼に比べて西翼で

やや急傾斜である．鈴木ほか(1974)は第 2級の背

斜で，横曲げ褶曲であるとしている．　

山中山中山中山中山中 ----- 桐山背斜桐山背斜桐山背斜桐山背斜桐山背斜　渡辺(1938)は北部の背斜を山中背斜，南部の背斜を桐山背斜と呼んだが，両背斜は

一連の構造なので，山中 - 桐山背斜と呼称されるようになった．高柳町塩沢の北から山中，栃ヶ原，松

代町桐山を通って，南隣の松之山図幅地域内へと延びる軸長約10km に及ぶ背斜である．背斜軸は北か

ら N - S，N N E- S S W，N - S，N N - S S W へと屈曲する．塩沢付近で，N 3 0 ﾟ E の方向へプランジし，桐山

付近で再び N35ﾟE の方向へ 20-25ﾟプランジしている．同心褶曲である．背斜軸部には胴切り性節理が

よく発達している(岩松ほか，1974)(第 35図)．西翼の地層はその北部で 50-80ﾟと急傾斜，南部でしば

しば逆転する．一方，東翼は軸に近いところで 20-50ﾟと緩やかであるが，軸から離れると 50-80ﾟと急斜

する．軸部には田麦川層が露出し，東川層，魚沼層がその周囲に順次分布している．

栃ヶ原と桐山との間で屈曲するあたりで，背斜軸が W N W - E S E 方向の胴切り断層によってずれてい

るとみることもできる．この断層は栃ヶ原断層(渡辺，1938)と呼ばれている(第 35図)．なお，山中－桐

山背斜及び八石背斜の軸は渋海川向斜の軸の方向と斜交し，両者が平行していない点が注目される．

 石川向斜石川向斜石川向斜石川向斜石川向斜(渡辺，1938)　指石川にほぼ沿って N-S から NNE-SSW 方向に延びる向斜で，向斜軸は

高柳町門出付近から N ないし NNE 方向へ向かい，同岡田で NNE 方向にやや曲がり，柏崎市宮平付近

に達する．軸長は約7kmに及ぶ．魚沼層の下- 上部が軸部に露出する．

石黒背斜石黒背斜石黒背斜石黒背斜石黒背斜(黒姫背斜)　黒姫山地の稜線の東側を NNE-SSW 方向に延びる背斜である．軸は北の柏崎

市宮平付近に始まり，高柳町磯之辺を経て，大島村嶺に達する．軸長が約 6.5kmである．背斜軸は北

へプランジしており，南側の高柳町石黒付近に須川層が露出している．東翼の地層の傾斜は 6 0 以゚上で，
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逆転している部分もあり，撓曲帯が形成されている．西翼の地層は 30-50゜の傾斜で，非対称的な褶曲形

態を示す．

鵜川向斜鵜川向斜鵜川向斜鵜川向斜鵜川向斜(歌代，1957a, 1957b)　向斜軸の西側沿いに鵜川があり，柏崎市阿相島付近から NNE の方

向に延び，同久米付近に至る向斜である．軸長は約 6 k m に及ぶ．軸は N N E へプランジしており，最

上部の地層としては魚沼層に対比される駒の間層が軸部の中心に露出する．更に，北部の久米 - 水上周

辺には中・上部更新統が分布するほか，扇状地が発達した小盆地が形成されている．

田麦川向斜田麦川向斜田麦川向斜田麦川向斜田麦川向斜(新潟大学東樸城地域地質調査グループ， 1987)　本図幅地域南西部の大島村田麦周辺から

南隣松之山温泉図幅地域北西部に広がる盆状構造である．軸は高柳町落合から南西へと延びる．軸に近

接した地域では一般に10-20゜で緩やかに中心部へ向かって傾斜しているが，軸部から離れるにつれ，傾

斜が急角度になり，特に北東部北側では 60-80 の゚傾斜を持つ．軸面は北西へ傾斜している．

小谷島背斜小谷島背斜小谷島背斜小谷島背斜小谷島背斜(新潟大学東樸城地域地質調査グループ， 1987)　岩野背斜(本座，1965)とも呼ばれる．吉

川町川谷の南から南西へ向かい高田東部図幅地域内の浦川原村小谷島，霧ヶ岳へと延びる軸長約 9 k m

の背斜である．北西翼が逆転ないし急斜し，南東翼が 5 0 - 6 0 か゚ら逆転した，非対称の閉じた褶曲であ

る．南西に接する高田東部図幅地域内では両翼が逆転しており，閉じた正立褶曲をなしている(新潟大

学東樸城地域地質調査グループ，1987)．

熊谷川向斜熊谷川向斜熊谷川向斜熊谷川向斜熊谷川向斜　吉川町石谷から南西へ，西隣の柿崎図幅地域を経て，更にその南の高田東部図幅地域内

の浦川原村虫川へと延びる軸長 9 k m の向斜である．北西翼は 4 0 - 6 0 傾゚斜し，南東翼は逆転している．

非対称の軸面が北西へ倒れた向斜である．

Ⅴ．2　断  層

本図幅地域南西部の尾神岳から柏崎市阿相島地域にかけて地層の分布状態から数本の推定断層が通過

する．西側から，尾神岳の南斜面にある東西性の北落ちの断層，東斜面にあるほぼ南北性の西落ちの断

層，北西斜面にある N E - S W 性の東落ちの断層，兜巾山の北側にある N E - S W 性の南落ちの断層，及

び阿相島から柏崎市清水谷にかけて NE-SW 性の北西落ちの断層である．

Ⅵ．応  用　地　質

Ⅵ．1　地すべりと斜面崩壊

岡野町地域には多くの地すべりや斜面崩壊が各地に発生しており，人家，田畑，道路などに多大の被

害をもたらしている．地すべり防止区域は，建設省関係17か所(K1-19)，農水省構造改善局関係 42か所

(N1-47)，林野庁関係12か所(R1-12)の合計 78か所が指定されている(第 9表，第 36図)．指定地の面積

は約 6,235.04haに達する．

地すべりは過去の崩積土が二次的にすべりだすもの，厚く風化した岩塊が大きくすべりだすもの，地

層面に沿ってかなり大きな地層の塊が崩壊しながらすべりだすものなどがある(第 36 図)．地域的には片
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貝 - 真人背斜の西翼，中山背斜の北部，石黒背斜の南東翼のほか，吉川流域・魚沼層分布域の一部に多

く発生している．西山層の泥岩や魚沼層の砂岩・泥岩互層が分布する地域に多い(第 36図)．地すべりの

素因は岩質及び地質構造などにかなり関係している．両岸の斜面に形成された谷の方向は地層の走向に

ほぼ一致しており，その谷の多くは地層の崩壊や地すべりによって形成されたものである．
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山中山中山中山中山中 -----桐山背斜の地すべり桐山背斜の地すべり桐山背斜の地すべり桐山背斜の地すべり桐山背斜の地すべり　この地域の地すべり地は背斜構造とよく一致して分布し，その軸部に多

い．軸部の地すべり地は傾斜が 20ﾟ以下で平坦な面をつくり，背斜の翼部には 30-40ﾟの傾斜地が嶺をな

している．同じ場所では泥岩の方が砂岩より地すべりを起こしやすい(岩松ほか，1974)．

Ⅵ．２　石　油

岡野町地域では江戸時代から油・ガス徴候が知られており，慶応・元治年間に旧武石村・山横沢村

(現小国町)や高柳村(現高柳町)において石油を探すための手掘がなされた．明治時代になってからは，

地質調査所による油田地質の研究が行われるとともに個人や石油会社による試錐が相次いで行われてき

た(渡辺，1938；大塚，1907)．試錐は主に八石，中山 -桐山背斜周辺と片貝-真人背斜(道見背斜)におい

て実施された．主な探鉱の対象は八石油田・岡野町油田の田麦川層及び程平層の互層であった．柏崎平

野の東部及び中央油帯の吉井ガス田・東柏崎ガス田の最南端に当たる部分が柏崎市安田周辺に位置する

(新潟県，1977)．

本図幅地域における油・ガス資源の開発はさほど進んでいないが，最近実施された探鉱のための試錐
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を第10表にまとめる．この中で各地域を代表する６坑井の地質を第 37-42図に示す．坑井の地層区分は

は有孔虫化石によって行われている．最も深い試錐は基礎試錐眞人(第 39図)の 4,500.25mであり，寺泊

泊層まで到達している．このほか，南安田 SK-2D号井(第 37図)において，2880.0mで蛇紋岩に達し，北

隣の柏崎図幅地域内の吉井ガス田で 3,150m まで掘削された吉井 SK-4 号井では花崗閃緑岩が見いださ

れている(新潟県，1977)．
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Ⅵ．３　温　泉

岡野町図幅地域内には温泉源の水温が 2 5℃以上の温泉は湧出していないが，2 5℃未満の鉱泉が高柳

町及び松代町に分布する(第11 表)．高柳町に3 地点，松代町に１地点で(新潟県，1982)，その一部が温

泉として利用されている．月湯女荘温泉は地下165m から自噴し，泉温17℃，pH7.10，含ヨウ素 - ナト

リウム- 塩化物泉(旧泉質名，含臭素・ヨウ素- 強食塩泉)である．天王山温泉は地表に自然湧出し，泉温
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12.8℃，pH8.59，単純硫黄泉である(第12 表)．

Ⅵ．４　自 然 湧 水

柏崎市清水谷から黒姫山へ向かう鵜川の支流の，標高約 400m の地点に自然湧水があり，地元では出

壷と呼んでいる．これは黒姫山層の輝石安山岩質集塊岩の割れ目から湧出する地下水である．

Ⅵ．５　石  材

中樸城郡柿崎町南黒岩において小萱層・米山層に貫入している安山岩(D)が大量に採掘されている．
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割ぐり石がほとんどで，道路骨材や間知石に利用されている．昭和 62年度には 52,025トンの岩石が掘り

出された．

柏崎市谷根及び川東においてはかつて米山層の安山岩が採掘されていたが，現在は中止されている．

Ⅶ．　資    料　

Ⅶ．１　主要火山灰鍵層

岡野町図幅地域内の新第三系及び下部更新統には多くの火山灰層が挟在しており，良好な鍵層として

有効である(第13表)．そのうち，主要なものについてその模式地，層準，分布，産状，層相及び記載岩

石学的特徴について下位のものより順に述べる．主要火山灰鍵層の鉱物組成とガラスの形状を第14 表に

まとめる．火山ガラスの形状については吉川(1976)の分類に準じた．なお，各火山灰の詳細な記載は次





－
7
3
－



－ 74 －

の論文に記述されている．東樸城地域については新潟大学東樸城地域地質調査グループ(1987)，米山地

域については米山団体研究グループ(1973)，八石山地域については沢栗・黒川(1986)，小国町・川西町

地域の魚沼層群中のものについては新潟平野団体研究グループ(1970 a,b)，宮下ほか(1972)，魚沼丘陵

団体研究グループ(1975)，新潟火山灰グループ(1983)，黒川ほか(1983)，風岡(1988)，八石背斜北部に

ついては安井ほか(1983)である．

＜ 田 麦 川 層 ＞＜ 田 麦 川 層 ＞＜ 田 麦 川 層 ＞＜ 田 麦 川 層 ＞＜ 田 麦 川 層 ＞
かみかみかみかみかみおかおかおかおかおか

１．上岡凝灰岩上岡凝灰岩上岡凝灰岩上岡凝灰岩上岡凝灰岩(新潟大学東樸城地域地質調査グループ，1 9 8 7 )

[模式地]　大島村細越 -板山間の道路沿い．

[層準・分布]　田麦川層中部．本図幅地域内では南西端の大島村地域に分布する．

[産状・層相]　層厚 7m の灰白色軽石質凝灰岩で固結度が高い．細粒軽石質火山灰中に発泡した軽石

の配列した平行葉理が認められる．凝灰岩と泥岩の互層部を挟み，三つのユニットに分けられる(第43

図)．

[記載岩石学的特徴]　重鉱物組成では黒雲母が多く，ほかにジルコン，普通角閃石，鉄鉱物などを含

む .
いたいたいたいたいたやまやまやまやまやま

 ２．板山凝灰岩板山凝灰岩板山凝灰岩板山凝灰岩板山凝灰岩(新潟大学東頸城地域地質調査グループ，1987)

[模式地]　大島村板山の板山不動尊．

[層準・分布]　田麦川層中部，上岡凝灰岩の約 50m上位に挟在する．図幅地域西南端の大島村地域か

ら高柳町磯之辺の黒姫川まで石黒背斜の東翼に分布する．また石黒背斜西翼の黒姫山体中腹の蛇岩凝灰

岩はこの凝灰岩と同一のものである可能性が強い．

[産状・層相]　層厚約 5m の灰白色軽石質凝灰岩で固結度が高い．弱い平行葉理が認められ，また軽

石片の密集部やスランプ構造が発達する部分が認められる(第43図)．シルト岩の小塊を含む．底面には

ソールマークがある．

[記載岩石学的特徴]　重鉱物組成では普通角閃石と鉄鉱物が多く，黒雲母，斜方輝石，単斜輝石のほ

か，ざくろ石，褐れん石，ジルコン，アルカリ角閃石を少量含む．
あざみあざみあざみあざみあざみひらひらひらひらひら

３． 莇莇莇莇莇 平平平平平ホホホホホルルルルルンンンンンブブブブブレレレレレンンンンンドドドドド凝凝凝凝凝灰灰灰灰灰岩岩岩岩岩( 新潟大学東樸城地域地質調査グループ，1 9 8 7 )

[模式地]　松代町莇平の指石川沿い．

[層準・分布]　田麦川層中部に挟在する．大島村田麦及び高柳町寄合の石黒川沿い，山中－桐山背斜の

両翼に分布する．

[産状・層相] 普通角閃石の結晶が目立つ火山礫凝灰岩である．田麦川層中部の層厚約 30m の間に1-

11 層(単層厚10-40cm)挟在する(第 43 図)．塊状のことが多いが級化の認められることもある．

[記載岩石学的特徴]　重鉱物組成では普通角閃石と単斜輝石が圧倒的に多く，ほかに斜方輝石が少量含

まれる．

　＜八石山層＞＜八石山層＞＜八石山層＞＜八石山層＞＜八石山層＞

4．八石山パミス質八石山パミス質八石山パミス質八石山パミス質八石山パミス質( H a p )( H a p )( H a p )( H a p )( H a p )テフラ群テフラ群テフラ群テフラ群テフラ群(沢栗・黒川，1 9 8 6 )

[模式地]　小国町国沢川及び八王子．
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[層準・分布]　八石山層最上部に挟在する．下位より軽石質粗粒テフラの Hap-1，中粒軽石質テフラ

の Hap-2，及び普通角閃石デイサイト質の火山礫凝灰岩である Hap-3 からなる(第 44図)．Hap-1 は八

石背斜東翼に，Hap-2 と Hap-3 は八石背斜の両翼で認められる．

[産状・層相]　Hap-1 は国沢川では層厚 6cmのシルト層を挟んで 2層に分けられる．下位のもの(層

厚 230cm)は中粒砂から極粗粒砂まで全体として逆級化し，上部 30cm には平行葉理が発達している．

上位のもの(層厚 320cm)は軽石密集部と細粒部が葉理を構成する．

Hap-2 は単層厚15-50cm で粗粒砂サイズからシルトサイズへ正級化を示し，上半部にはコンボリュ

ート葉理や平行葉理が発達する．1-3 層から構成される．

Hap-3 は普通角閃石の結晶の目立つ軽石質火山礫と普通角閃石安山岩質優黒質本質火山礫(径 0.5-2
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cm程度)からなり，層厚約 20-200cmであるが，複数のユニットから構成されていることが多い．なお，

Hap-2 の下位にも同様の岩相のテフラが挟在することもある．

[記載岩石学的特徴]　Hap-1 は斜方輝石＞黒雲母・普通角閃石・単斜輝石＞鉄鉱物・ジルコンである．

Hap-2 は黒雲母が圧倒的に多いがほかに普通角閃石や輝石類などを少量含む．ガラスの形状は中間型

が多い．Hap-3 の軽石質火山礫は普通角閃石のほか黒雲母，輝石類，鉄鉱物などを含む．

＜菅沼層＞＜菅沼層＞＜菅沼層＞＜菅沼層＞＜菅沼層＞
たけたけたけたけたけいしいしいしいしいし

5．武石パミス質武石パミス質武石パミス質武石パミス質武石パミス質(Tsp)テフラ群(沢栗・黒川，1986)

[模式地]　小国町国沢川及び八王子本村．

[層準・分布]　八石背斜東翼において菅沼層の下底から 50-60m上位に挟在する．

[産状・層相]　下位から Tsp-1 ～ 4の４つのユニットから構成される(第 45 図)．小国町国沢川では白色

細粒ガラス質の Tsp-1(層厚10cm)の上位15cm に平行葉理の発達した白色中粒テフラ(Tsp-3；層厚13

cm)が挟在し，更にその上位に 38cm に白色中粒テフラ(Tsp- 4；層厚 6cm)が挟在する．小国町八王子

本村では白色細粒ガラス質テフラ(Tsp- 1；層厚13cm)の直上に粗粒砂サイズから極細粒砂サイズへ正

級化した白色中粒軽石質の Tsp-2(層厚 48cm)が重なる．

[記載岩石学的特徴]　Tsp-1 は黒雲母＞鉄鉱物＞ジルコン＞普通角閃石で少量の輝石類とざくろ石を含

む．ガラスは多孔質型が多い．Tsp- 2 は黒雲母＞鉄鉱物で少量の普通角閃石，輝石類，ジルコンなどを

含む．ガラスは多孔質型・偏平型である．Tsp- 3 は黒雲母＞斜方輝石＞普通角閃石・鉄鉱物で，ガラス

は中間型・多孔質型が多い．Tsp- 4 は黒雲母・斜方輝石＞普通角閃石で，ガラスは偏平型が多い(沢栗

・黒川，1986)．
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ふふふふふ     どうどうどうどうどう

　６．不動滝パミス不動滝パミス不動滝パミス不動滝パミス不動滝パミス((((( FupFupFupFupFup))))) 質テフラ質テフラ質テフラ質テフラ質テフラ(黒川ほか，1 9 8 9 )

[模式地]　柏崎市善根(久之木川)．

[層準・分布]　菅沼層下部．八石背斜の両翼に分布し，西翼では菅沼層の下底から約 80m上位，東翼

の小国町八王子本村では武石パミス質(Tsp)テフラ群の約 50m上位に挟在する．

[産状・層相]　模式地での全層厚は 75cmであるが，下位より Fup-1～ 6に分けられる(第 45図)．Fup-

1は粗粒砂サイズから極細粒砂サイズへ正級化する灰白色中粒軽石質テフラで，層厚は本調査地域内で

は 23cm前後である．Fup-2(層厚 5cm)は淡灰白色の細粒ガラス質テフラで，細粒砂サイズとシルトサ

イズのテフラの細互層となっている．Fup-3(層厚)12cm)はシルトサイズの灰白色細粒テフラであるが，

基底の 2cm は中粒砂サイズから極細粒砂サイズへ正級化している．Fup-4(層厚 8cm)は淡灰白色の中

粒軽石質テフラ，Fup-5(層厚 20cm)は径1-2mm の軽石片を葉理状に含む淡灰白色細粒テフラ，Fup-

6(層厚 7cm)はカレントリップル葉理の発達した灰白色砂質テフラである．

[記載岩石学的特徴]　Fup-1 は鉄鉱物≫斜方輝石・普通角閃石・ジルコンで，少量の黒雲母を含み，ガ

ラスは偏平型，中間型が多い．Fup-4 は鉄鉱物≫普通角閃石・ジルコン・黒雲母で，ガラスは偏平型が

多い．Fup-6 は鉄鉱物≫普通角閃石＞斜方輝石・黒雲母・ジルコンで，少量の酸化普通角閃石とざくろ

石を含む．ガラスは偏平型が多く，褐色ガラスを少量含む．

　＜魚沼層＞＜魚沼層＞＜魚沼層＞＜魚沼層＞＜魚沼層＞

７．SK130SK130SK130SK130SK130(新潟平野団体研究グループ，1970 a,b)

[模式地]　小国町八王子．宮下ほか(1972)の AK凝灰岩に相当する．

[層準・分布]　魚沼層最下部と下部との境界の砂層中に挟在する．小国町八王子から松之山図幅の松代

町海老まで渋海川向斜の西翼，指石川向斜の両翼に分布する．
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[産状・層相]　層厚は約 8 m であるが，八王子では1 4 m である．下部と上部は紫褐色の細粒ガラス質

火山灰で，中部はレンガ色，淡青色などの軽石(径 0.5-2mm)を含む砂質火山灰層と紫褐色の細粒火山

灰層の互層であり，葉理が発達する(第 46図) (風岡，1988)．

[記載岩石学的特徴]　中部での重鉱物組成は斜方輝石＞単斜輝石＞普通角閃石・鉄鉱物であり，ほかに

黒雲母，ジルコン，酸化普通角閃石，ざくろ石，燐灰石など多種の鉱物を少量含む．鉱物はいずれも摩

耗している．ガラスはあわ状の気泡を持つものが多く，褐色ガラスを少量含む(黒川ほか，1983)．

8．入山沢ガラス質入山沢ガラス質入山沢ガラス質入山沢ガラス質入山沢ガラス質((((( IrgIrgIrgIrgIrg)))))火山灰層火山灰層火山灰層火山灰層火山灰層(風岡，1 9 8 8 )
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[模式地]　川西町中仙田(入山沢)

[層準・分布] 魚沼層累下部に挟在する．渋海川向斜の西翼において川西町中仙田から松代町海老まで分

布する．

[産状・層相]　灰白色の細粒 - 極細粒火山灰層で，下半部が淡桃灰色を示すことがある．部分的に細粒

部と極細粒部が細互層状をなしている．全層厚は 20-190cmである(第 46図)．

[記載岩石学的特徴]　重鉱物組成は斜方輝石≫鉄鉱物≫普通角閃石・ジルコンで，ガラスはすべてバブ

ルウオール型である．
つじつじつじつじつじまたまたまたまたまた

９．辻又川辻又川辻又川辻又川辻又川(((((TzcTzcTzcTzcTzc)))))火山灰層火山灰層火山灰層火山灰層火山灰層(風岡ほか，1986)

[模式地]　北魚沼郡堀之内町辻又川．

[層準・分布]　魚沼層下部に挟在する．入山沢ガラス質(Irg)火山灰層の約 200m 上位．本図幅地域内

では小国町田沢川以南の渋海川向斜の西翼に分布する．

[産状・層相]　全層厚 80-200cmで 3つのユニットに分けられる．下部(層厚 30-60cm)は白色中粒火山

灰，上部(層厚 40-150cm)は灰白色細粒ガラス質火山灰で，中部に褐色の細粒火山灰層(層厚10-30cm)

を挟在することが特徴的である(第 46 図)．

[記載岩石学的特徴]　下部での重鉱物組成は普通角閃石・斜方輝石・鉄鉱物＞単斜輝石で少量のジルコ

ンを含む(風岡，1988)．
みょうみょうみょうみょうみょう

10．名ヶ山凝灰角礫岩名ヶ山凝灰角礫岩名ヶ山凝灰角礫岩名ヶ山凝灰角礫岩名ヶ山凝灰角礫岩(My-TB)(新潟火山灰グループ，1983)

[模式地]　十日町市浅河原．

[層準・分布]　魚沼層累下部の上半部．本図幅地域内では川西町赤谷以南の渋海川向斜の両翼に分布する

(第 47図)．赤谷以北小国町芝ﾉ又までの渋海川

向斜西翼ではラピリゾーン(ラピリゾーン1.5；

風岡，1988)に移化する．

[産状・層相] 南方の津南町地域では層厚100

m を越えるが本図幅地域内では層厚 5 m 以下

である(第 47図)．本図幅地域内では，黄色の軽

石を含む灰黄褐色中粒泥質火山灰中に中礫程度

の角礫を比較的密に含む(新潟火山灰グループ，

1983)．ラピリゾーン1.5(Lap.1.5)は層厚10-

2 0 m の砂・シルト互層中に黒，赤，暗緑色な

どの火山礫(径 0.2-5cm)を含む砂礫層(層厚 2-

8m)が挟まれる(風岡，1988)．

[記載岩石学的特徴]　名ヶ山凝灰角礫岩中の角

礫種は暗灰色多孔質で斜長石斑晶の目立つ斜方

輝石安山岩がほとんどである(新潟火山灰グル

ープ，1983)．

　1 1．SK120(新潟平野団体研究グループ，
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1970b)

[模式地]　小国町芝ノ又川．

[層準・分布]　魚沼層下部の上半部．小国町芝ﾉ又から川西町室島までの渋海川向斜西翼に分布する

(風岡，1988)．

[産状・層相]　下半部(層厚 5-200cm)は灰白色シルトサイズの火山灰であり，上半部(層厚 5-120cm)

は径 2cm 程度までの軽石を含んだ灰白色軽石質火山灰である(第 46 図)．

[記載岩石学的特徴]　重鉱物組成は斜方輝石＞鉄鉱物＞単斜輝石・普通角閃石＞黒雲母で，ほかに少量

の酸化普通角閃石やざくろ石などを含む．ガラスは薄手の偏平型で球状や針状の微細な気泡を含んでい

る(黒川ほか，1983)．

12．SK1SK1SK1SK1SK11010101010(新潟平野団体研究グループ，1970b)

[模式地]　小国町芝ノ又川．

[層準・分布]　魚沼層中部の下底部．本図幅地域内では小国町国沢川から川西町室島までの渋海川向斜

西翼，高柳町岡野町 - 坪野の指石川向斜部，及び八石背斜西翼の柏崎市石川に分布する．

[産状・層相]　下位より斜方輝石と軽石片の点在する暗褐色泥質火山灰層(層厚 20-50cm)，黒雲母の

目立つ灰白色の軽石質中粒火山灰層(白ザラ部)(層厚 50cm 前後)，及び炭質物混じりの紫褐色凝灰質

シルト層(層厚10cm 前後)の３枚の組層である(新潟平野団体研究グループ，1970b)．このうち白ザラ

部が最も広く分布する．白ザラ部は更に４つのユニットに分けられ(第 48図)，ユニットⅠの分布が最も

広い(第 49図)．いずれも高柳町地域で層厚最大で，粗粒になる(沢栗，1987)．

[記載岩石学的特徴]　白ザラ部の重鉱物組成は黒雲母≫斜方輝石・鉄鉱物＞普通角閃石＞ジルコンでわ

ずかに単斜輝石を含む．ガラスは厚手の偏平型及び中間型が多い(黒川ほか，1983)．

　13．SK100SK100SK100SK100SK100(新潟平野団体研究グループ，1970b；安井ほか，1983)

[模式地]　小国町芝ノ又川．

[層準・分布]　魚沼層中部の下部．SK110 の約10m 上位に挟在する．本図幅地域内では小国町国沢川
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から川西町室島までの渋海川向斜西翼，川西町小白倉周辺の渋海川向斜東翼，及び柏崎市宮平から高柳

町坪野までの指石川向斜軸部に分布する．

[産状・層相]　淡黄白色中粒軽石質テフラで，層厚は 40-100cm である．更に４つのユニットに分けら

れる(第 48図)．ユニットⅠ-ユニットⅢは高柳町地域で最も厚くかつ粗粒であるが，ユニットⅣは小国

町南部地域で最も厚く最大 70cmに達する(第 49図；沢栗，1987)．

[記載岩石学的特徴]　重鉱物組成は黒雲母≫斜方輝石＞鉄鉱物＞褐れん石・普通角閃石＞酸化普通角閃

石＞ジルコンで，かなりの量の褐れん石と少量の淡桃色のざくろ石を含むことが特徴である．斜方輝石

はユーライト組成のものを含む．ガラスは中間型が多い(黒川ほか，1983)．

14．樽沢凝灰角礫岩樽沢凝灰角礫岩樽沢凝灰角礫岩樽沢凝灰角礫岩樽沢凝灰角礫岩(Tr -TB)(新潟火山灰グループ，1983)

[模式地]　十日町市浅河原．

[層準・分布]　魚沼層中部の下部．本図幅地域内では川西町地域の渋海川向斜東翼及び片貝 - 真人背斜

軸周辺に分布する．

[産状・層相]　黄色軽石を含む灰色泥質火山灰中に，円礫を含んでいる．礫種は斜長石斑晶の目立つ安

山岩などが多い．また，斑れい岩，花崗岩，流紋岩，輝緑岩など異質礫も多い．層厚は模式地では約 7

ｍであるが，北へ向かうにつれて薄くなる(新潟火山灰グループ，1983)．

1 5．法末パミス質法末パミス質法末パミス質法末パミス質法末パミス質(((((HopHopHopHopHop)))))火山灰層火山灰層火山灰層火山灰層火山灰層(風岡ほか，1 9 8 6 )

[模式地]　小国町法末西方 500m．

[層準・分布]　魚沼層中部の下部．本図幅地域内では小国町・川西町地域の渋海川向斜の両翼に分布す

る．

[産状・層相]　下部(層厚1-5m)は中粒 - 細粒白色火山灰層，中部(層厚1-3.5m)は粗粒 -中粒の白色軽

石質(軽石径 2-3cm)火山灰層，上部(層厚1-5m)は斜交葉理の発達する砂質な白色火山灰層である(第

50図)(風岡ほか，1986)．
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[記載岩石学的特徴]　重鉱物組成は斜方輝石・鉄鉱物・普通角閃石＞黒雲母である(風岡ほか，1986)．

　1 6．ミガキ砂パミスミガキ砂パミスミガキ砂パミスミガキ砂パミスミガキ砂パミス(((((MgpMgpMgpMgpMgp)))))火山灰層火山灰層火山灰層火山灰層火山灰層(新潟火山灰グループ，1 9 8 3 )

[模式地]　川西町木島川．

[層準・分布]　魚沼層中部の中部．本図幅地域内では小国町・川西町地域の渋海川向斜の両翼に分布す

る．

[産状・層相]　層厚1-2mで下位より灰色細粒 -極細粒ガラス質火山灰層，平行葉理のある白色極細粒

火山灰層，最大径1cm 程度の軽石を葉理状に含む灰白色細粒火山灰層からなる(新潟火山灰グループ，

1983)．

[記載岩石学的特徴]　重鉱物組成は斜方輝石＞黒雲母・普通角閃石・単斜輝石・鉄鉱物でほかに少量の

酸化普通角閃石，ジルコン，褐れん石を含む．ガラスは偏平型が多い．褐色ガラスを少量含む(黒川ほ

か，1983)．

17．SK050SK050SK050SK050SK050(新潟平野団体研究グループ，1970b)

[模式地]　小国町猿橋(芝ノ又川)．

[層準・分布]　魚沼層中部の中部．宮下ほか(1972)の Ng 凝灰岩に相当する．本図幅地域内では小国町

地域から川西町室島まで渋海川向斜の両翼に分布する．

[産状・層相]　下位より，白色，灰色の軽石層と軽石を斜交葉理状に含む火山灰質砂 - シルト層の互層

(軽石部)，有色鉱物をゴマシオ状に含み，上方に濃集するガラス結晶質火山灰層(ゴマシオ部)，及び白

色軽石混じりの中粒火山灰層からなる．このうちゴマシオ部(層厚 25- 65cm)は層相も安定し，よく連

続する．

[記載岩石学的特徴]　軽石部の重鉱物組成は斜方輝石＞鉄鉱物＞単斜輝石で少量の普通角閃石を含む．

ゴマシオ部は普通角閃石＞斜方輝石・鉄鉱物＞単斜輝石で少量の燐灰石を含む．ガラスはあわ状に発泡

した多孔質型がほとんどである(黒川ほか，1983)．

1 8．越ヶ沢ガラス質越ヶ沢ガラス質越ヶ沢ガラス質越ヶ沢ガラス質越ヶ沢ガラス質(((((KogKogKogKogKog)))))火山灰層火山灰層火山灰層火山灰層火山灰層(風岡，1 9 8 8 )

[模式地]　川西町赤谷．
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[層準・分布]　魚沼層中部の上部．辰ノ口凝灰角礫岩層(Tt-TB)(新潟火山灰グループ，1983)及びラ

ピリゾーン 4(風岡，1988)より上位．小国町芝ノ又川から川西町赤谷までの渋海川向斜西翼，及び渋海

川向斜東翼の川西町越ヶ沢に分布する．

[産状・層相]層厚 50-250cm で，白色 - 灰白色細粒ガラス質火山灰からなる(第 51 図)．しばしば軽石

混じりの粗粒の部分を含んでいる．

[記載岩石学的特徴]　重鉱物組成は斜方輝石＞鉄鉱物・黒雲母である(風岡，1988)．

19．SK030SK030SK030SK030SK030(新潟平野団体研究グループ，1970b)

[模式地]　小国町猿橋(芝ノ又川)．宮下ほか(1972)の Sz凝灰岩に相当する．

[層準・分布]　魚沼層累中部の最上部．本図幅地域内では小国町土口川から川西町中仙田までの渋海川向

斜部西翼，小国町桐沢川から川西町中仙田までの渋海川向斜東翼，及び片貝 - 真人背斜東翼の川西町新

町新田 - 坪山に分布する．

[産状・層相]　下位より白色中粒軽石質火山灰層(白ザラ部)，優黒色粗粒 -中粒石質火山灰層(黒ズナ部)

及び紫灰色軽石・スコリア質テフラ(雑色軽石部)の組層である．白ザラ部は KUROKAWA and HIRATA

(1986a,b)の上越火山灰に相当する．

白ザラ部は第 52 図(KUROKAWA and HIRATA, 1986b)のような層相を示し，本図幅地域内ではユニット

Ⅰ -Ⅲ及びユニットⅦが認められる．ユニットⅠの層厚は41-81cm(第 53図)で，タービダイトの堆積構

造を示す．黒ズナ部は粗粒砂 -細礫大の安山岩礫の集合体からなり，その上位に火山灰質砂 -シルト質層

が重なる．全体の層厚は1 - 3 m である．その上位の雑色軽石部は最大径1 c m 程度までの灰色，灰桃

色，暗緑色などの軽石及び安山岩火山礫やスコリアが暗灰色中粒の火山灰中に含まれる．層厚は1-5

m 程度である．
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[記載岩石学的特徴]　白ザラ部の重鉱物組成は黒雲母＞斜方輝石・普通角閃石・カミングトン閃石・鉄

鉱物＞ジルコン・単斜輝石であるが，菫青石を含むことが著しい特徴である(黒川ほか，1981)．ガラス

は薄手の中間型・多孔質型が多い．黒ズナ部は斜方輝石＞鉄鉱物＞単斜輝石で少量の普通角閃石を含

む．岩片は斜長石，斜方輝石，単斜輝石，鉄鉱物を微斑晶状に含む．雑色軽石部の火山灰の重鉱物組成

は斜方輝石≫単斜輝石・鉄鉱物＞燐灰石＞黒雲母である．ガラスは薄手の多孔質型が多いが，斜長石，

斜方輝石などの微少な柱状結晶を包含するガラス質火山岩片もかなり含んでいる．褐色ガラスを少量含

む(黒川ほか，1983)．

20．SK020SK020SK020SK020SK020(新潟平野団体研究グループ，1970b)

[模式地]　小国町猿橋(芝ﾉ又川)．宮下ほか(1972)の Pk 凝灰岩に相当する．

[層準・分布]　魚沼層上部の中部．本図幅地域内では小国町芝ﾉ又川から沢田川までの渋海川向斜西翼
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及び小国町桐沢川から三桶までの東翼に分布する．

[産状・層相]　下位より鮮桃色細粒ガラス質のピンク部(層厚 8-12cm)，中粒ガラス結晶質のゴマシオ

部(層厚 2-6cm)及び淡黄灰色細粒ガラス質火山灰中にピソライト(径 3-5mm)を含むピソライト部(層

厚 20-30cm)からなる．

[記載岩石学的特徴]　重鉱物組成はいずれも斜方輝石＞鉄鉱物・単斜輝石・普通角閃石で少量の黒雲

母，燐灰石，ジルコンを含む．ガラスは薄手の偏平型・中間型が多く，褐色ガラスを少量含む(黒川ほ

か，1983)．

Ⅶ．２　フィッショントラック年代及びK- Ar年代測定

Ａ　フィッショントラック年代

本図幅地域及び周辺に分布する凝灰岩・火山灰に含まれるジルコンのフィッショントラック年代が測

定されている(第15表)．高柳町南部の石黒川に露出する凝灰岩の年代値を記述する．各試料の採取地点

を地質図に記入してある．

測定方法はGrain by grain法と外部ディテクター法(S2π ES-I2π ED法)を採用した．自発飛跡はデ

ィテクターとして張り付けた白雲母から求めた．G LEADOW et al.(1976)に従って，KOH(5.7g)

+NaOH(4g)の洪蝕液，230ﾟC,15-20 時間の条件でジルコンを腐食した．白雲母は 46%HF,20ﾟC,10 分

で腐食した．また，試料への熱中性子線量の測定には，N B C - S R M 9 6 2 a の標準ガラスを使用した．熱

中性子照射には，東海村原子力研究所の J R 4 実験用原子力炉を使用した．なお，S R M 9 6 2 a の B 値は

6.67x10８ n/cm2 である．238Uの自発核分裂の壊変常数はλ f=6.85×10-17/gを用いたので，年代を算

出する式は次のとおりである．

T=6.12×10-8×Ns/Nix φ(a)

年代値誤差は GREEN(1981)に従い，

ε =[( Ns/Ns)2＋( Ni/Ni)2＋( Ny/Nφ)2]1/2から求められた．

これらの方法により求めた年代値を第16表に，個々のジルコン粒子の個別の年代値を付図 A-1のヒス

トグラムに，自発核分裂数と誘発核分裂数との相関図(Ns-Ni図)を付図 A-2に，更に自発核分裂密度と

誘発核分裂密度との相関図(Ps-Pi 図)を付図 A-3 に示す．

１．I sI sI sI sI s ggggg----- ccccc 凝灰岩凝灰岩凝灰岩凝灰岩凝灰岩

田麦川層下部の黒灰色泥岩に挟在する，黒雲母を含む白色の酸性軽石質凝灰岩である．ジルコンは濃

桃色を呈し，均質である．年代ヒストグラムでは 3-8Ma の年代値の広がりがあるが，Ns-Ni，Ps-Pi

相関図では，まとまりがあり，異質ジルコンは混在していないと考えられる．5.36Ma は信頼性の高い

値である．

２．I s gI s gI s gI s gI s g ----- eeeee 凝灰岩凝灰岩凝灰岩凝灰岩凝灰岩

田麦川層中部の砂岩泥岩互層中に挟在する，灰白色中粒－細粒軽石質凝灰岩である．形状のよい濃桃

色のジルコンを含んでいる．ジルコンは色調・形から判断して，同一起源のものである可能性が強い．

年代値のヒストグラムは１粒子を除いて 4-5Ma の値に多く集中している．Ps-Pi, Ns-Ni 相関図でも比
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較的狭い部分に集合している．年代値は 4.15Ma で，信頼性がある．

３．I s gI s gI s gI s gI s g ----- fffff 凝灰岩凝灰岩凝灰岩凝灰岩凝灰岩

田麦川層上部の砂岩泥岩互層中に挟在する，軽石を多く含む砂質凝灰岩である．白色，桃色，紫色の

ジルコンを含み，明らかに異質ジルコンからなる．処理した約 20% のジルコンは16Ma より古い年代値

を示すので，年代ヒストグラムから除いた．これ以外の淡桃色ジルコンの Ns-Ni 相関図は比較的よく

まとまっており，3.30Ma の年代値が得られた．
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44444 ．．．．．IIIIIsssssggggg- g- g- g- g- g 凝灰岩凝灰岩凝灰岩凝灰岩凝灰岩

田麦川層上部の厚層砂岩層の下位に挟在する，黒雲母を多量に含む白色の軽石凝灰岩である．形・色

調から見て同一の起源の桃色のジルコンを含んでいる．処理した粒子数が少ないが，年代ヒストグラム

は 2.5-4Ma の値に集中している．3.29Ma の年代値は妥当な値である．更に，ジルコンのウラン含有

量が 615ppm の高い値を持つ．

55555．．．．．Isg hIsg hIsg hIsg hIsg h凝灰岩凝灰岩凝灰岩凝灰岩凝灰岩

田麦川層上部の厚層砂岩層の上位に挟在する，黒雲母を含む白色のガラス質凝灰岩である．濃桃色の

形の整ったジルコンを多量に含む．各相関図ともによくまとまっており，異質ジルコンの混入はない．

3.23Maの年代値は妥当な値である．

66666．．．．．Isg PumIsg PumIsg PumIsg PumIsg Pum凝灰岩凝灰岩凝灰岩凝灰岩凝灰岩

中粒-粗粒の軽石を含む砂質凝灰岩である．ジルコンは白色，淡桃色，紫色など種々の色調を示し，

異質のものが混在している．淡桃色のジルコンは年代ヒストグラムを見ると最も新しい年代を示してい

る．この値を年代値とした．Ns-Ni, Ps-Pi相関図でもまとまりがあるので，3.01Maの年代値は妥当な

値である．

77777 ．．．．．駒駒駒駒駒ののののの間火山灰間火山灰間火山灰間火山灰間火山灰

駒の間層下部の基底付近に挟在する黒雲母を含む白色軽石火山灰である．ジルコンは自形で，粒度が

揃っており，淡桃色を示す．年代ヒストグラムでは，2.2-2.5Ma に特に集中し，異質ジルコンも認め

られないので，2.28Ma の年代値は妥当な値である．

B　K-Ar 年代

米山地域及び黒姫山地域の安山岩溶岩について，全岩 K-Ar 法によって年代測定を行った．その結果

は第17 表のとおりである．分析試料の採集地点は地質図に記入されている．

谷根ダム付近のOK-1 は米山層最下部に近い層準であり，野田採石場の OK-5 は米山層最上部の層

準である．清水谷のOK-3と鵜川ダムの OK-4 は駒の間層の安山岩溶岩である．測定された年代値は層

位的位置の違いがあるにもかかわらず，ほぼ同じ値を示している．その原因は明らかでないが，Ar の
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逃散があった可能性がある．

　Ⅶ．３　模式地のルートマップと柱状図

小国町北部の国沢川，小国町中部の芝ﾉ又川，高柳町南部の石黒川を本図幅地域内の各層の模式的ル

ートとする．各ルートにおけるルートマップ及び柱状図を示し，各地層の境界ならびに火山灰鍵層・海

成層を記入しておく(第 54-59 図)．
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(ABSTRACT)

   The Okanomachi District is situated in the central part of Niigata Prefecture, covering the

area from latitude 37ﾟ10'N to 37ﾟ20'N, from longitude 138ﾟ30'E to 138ﾟ45'E.

   The district excluding the western part of the Yoneyama Massif is occupied by high hills such

as the Maruyama and Higashikubiki Hills and relatively low mountains such as the Hachikoku

and Kurohime Mountains. These hills and mountains extend from north to south or from

north-northeast to south-southwest. In the area strongly folded Neogene and lower Pleistocene

sediments with Pleistocene terrace deposits are distributed. Anticlinal axes are distributed in the

hills and mountains. On the other hand, synclinal axes are distributed along main rivers, such

as the Shibumi, Sabaishi and Ukawa Rivers flowing south to north.

GEOLOGY

   The district is underlain by a thick sequence of Miocene to lower Pleistocene sediments with

Pleistocene terrace and Holocene deposits which are distributed along the main rivers and in
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and around the Kashiwazaki Plain, as shown in Table 1. Pre-Neogene serpentinite, is found at

2,880m deep in the Minami-Yasuda Well in the northern part.

NEOGENE AND LOWER PLEISTOCENE

    The Okanomachi District is situated in the southern part of the Niigata Oil Field where the

Neogene and lower Pleistocene sediments are widely distributed. The oldest formation of them

is Middle Miocene in age.

   The Neogene and lower Pleistocene comprise the Sugawa, Tamugigawa, Higashikawa and

Uonuma Formations in the Higashikubiki Area, the Ogaya and Yoneyama Formations in the

Yoneyama Area, the Tamugigawa, Kurohime, Asojima and Komanoma Formations in the

Kurohime Area, and the Hododaira, Hachikokusan, Suganuma, Hachiouji and Uonuma Forma-

tions in the Hachikoku and Maruyama Areas, in ascending order respectively.

   The Ogaya Formation is the oldest in the Okanomachi District. It crops out in a limited area

of the Yoneyama Area and consists of black mudstone with alternating beds of sandstone and

mudstone. The fissin-track age for tuff indicates Middle Miocene.

   The Sugawa Formation is the lowest in the Higashikubiki Area. It is composed mainly of

massive black mudstone and attains more than 300 meters in thickness. The age is Upper Miocene.

    The Tamugigawa Formation conformably overlying the Sugawa Formation is composed of

thick sandstone, massive mudstone and rhythmical alternating beds of sandstone and mudstone

showing turbidite facies. The maximum thickness is 1,250 meters. It intercalates tuff and volcanic

sand layers which are useful marker beds. The age of some tuff layers determined by the fission-

track method is 5.36－3.23 Ma. The benthonic foraminiferal zone (Maiya, 1978) in this forma-
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tion indicates the Shiiya and Nishiyama stages.

   The Hododaira Formation is the lowest in the Hachikoku Area. It is made up of rhythmical

alternating beds of sandstone and mudstone.

   The Yoneyama Formation, unconformably overlying the Ogaya Formation, is the Pliocene

volcanic sequence composed of olivine-pyroxene, pyroxene and hornblende-pyroxene andesite

lavas and volcanic breccias with tuff, sandstone and sandy mudstone. The formation is

estimated about 2,000 meters in thickness.

   The Kurohime Formation overlying the Tamugigawa Formation with a partial unconformity

is composed of pyroxene, hornblende-pyroxene andesite lavas and volcanic breccias with in-

tercalated volcanic sandstone and siltstone beds. It interfingers with the alternative beds of

sandstone and mudstone of the Tamugigawa Formation laterally. The volcanic activity took place in the

same age of the Yoneyama Formation.The planktonic foraminiferal zone in the fomation in-

dicates the Nishiyama stage.

   The Hachikokusan Formation overlies conformably the underlying Hododaira Formation. It consits of

hornblende-pyroxene andesite lavas and pyroclastic rocks with intercalated sandstone and

mudstone. The formation is less than 400 meters in thickness, and  is nearly same in age as the

Yoneyama Formation.

   The Suganuma Formation conformably overlying the Hachikokusan Formation is composed

of greenish grey massive mudstone and alternative beds of sandstone and mudstone with many

thin tuff layers. This formation yields rarely molluscan fossils which indicate a deep sea environ-

ment.

   The Higashikawa Formation conformably overlying the Tamugigawa Formation consists

mainly of bluish grey sandy mudstone. It yields a lot of foraminifers and some molluscan fossils.

The component of benthonic foraminifers incicates the Nishiyama stage, but includes shallow

water species. The molluscan species contain the component of Pliocene to Pleistocene "Om-

ma - Manganji Fauna". The thickness is 420 m.

   The Asojima Formation overlies conformably the Kurohime Formation. It is composed of

bluish grey sandstone and siltstone with intercalated conglomerate and tuff beds. Molluscan

and foraminiferal fossils abundantly yield at several horizons. Molluscan fossils belong to the

Omma - Manganji Fauna and foraminifers indicate the Nishiyama stage. The thickness is 300

m. The age determined by the fission-track dating method is 3.24 and 2.91Ma.

   The Hachioji Formation conformably overlying the Suganuma Formation consists mainly of

bluish grey sandy siltstone with thin aternative beds of mudstone and fine-grained sandstone

in the upper most part. Molluscan fossils of the Omma - Manganji fauna hove been obtained

from this formation. The Higashikawa, Asojima and Hachioji Formations, which have been

called "Haizume" facies and correlated with the Haizume Formation lithologically, are cor-

related with the Nishiyama Formation on the basis of tephra- and bio-stratigraphical data.

   The Uonuma Formation is a thick accumulation of marine, lagoonal and fluvial deposits and

is 2,500－2,000 m in thickness. The strata are the Upper Pliocene to the Lower Pleistocene. The

Uonuma Formation overlies conformably the Higashikawa and Hachioji Formations. The for-

mation consists of four lithofacies, namely gravel-sand-silt facies(U1), sand-silt facies(U2),

marine silt-sand facies(U3) and marine sand facies(U4). The U1 facies is a thick sequence

from gravel to mud facies and inferred to be fluvial origin. The U2 facies is composed of alter-

nating beds of sand and silt which are inferred to indicate back marsh or stagnant water lake
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deposits. The U3 facies is a thick sequence of alternatively beds of silt and sand  is made up of

lagoonal or embayment sediments. The U4 facies consists of thick coarse- to fine-grained sand

beds with gravel layers and is off-shore barrier sands. Fifteen marine beds discriminated at

several horizons, are important as marker beds.

   The Uonuma formation contains a lot of characteristic volcanic ash layers which also are

useful marker beds, called SK130, SK120, SK110, SK100, SK050, SK030 and SK020 in ascen-

ding order. This thick and complex sequence of the Uonuma Formation is divided into four

parts, namely the lowest, lower, middle and upper part by using distinct key ash markers.

   The lowest part is composed mainly of the U4 facies in the whole distributed area of the

Uonuma Formation.

   The lower part is composed of the U2 and U3 facies in the south, and of the U4 and U3 facies

in the north. The middle part is composed of the U3 and U2 in the whole area except for the nor-

thern most area where it  is  composed mainly of  the U4 facies.

   The upper part consists of U1 and U2 facies in the whole area, although some layers of  the

U3 facies are intercalated.

   The Uonuma Formation yields various kinds of fossils such as marine to fresh molluscs, em-

bayment crabs, shallow water foraminifera, marine and fresh diatoms, terrestrial mammals and

plants. Plants fossils indicate a climatic change from warm humid temperate to cold temperate

condition during Plicene to Plieistocene time. Diatom and molluscan assemblages show

oscillating change of marine to terretrial environment. Generally, lithofacies of the strata in-

dicates progradational facies change from the southern and eastern areas to the northern and

western areas in the mapped area.

   Fission track dating and paleomagnetic data show that this Uonuma Formation ranges in age

from  late Pliocene to earliest Middle Pleistocene and the Pliocene - Pleistocene time boundary is

between the SK050 tephra layer above and the SK100 tephra layer below within this formation.

   The Komanoma Formation unconformably overlying the Asojima, Kurohime and

Yoneyama Formations is composed of gravel, sand, mud, andesite lava and pyroclastic rocks.

This formation is correlated to the Uonuma Formation.

 QUATERNARY

   The Quaternary deposits in this district include Middle to Upper Pleistocene and Holocene fluvial

terrace deposits, fan deposits and alluvial plane deposits. Around the Kashiwazaki Plain, the

kume Conglomerate Bed and the Yasuda Formation are distributed.

   The terrace deposits  are divided into 6 units. The older five units are inferred to be of Middle

to Late Pleistocene age on the basis of a comparison with the terraces of the Ojiya District to the

east of the mapped area. The youngest is probably of Holocene age. they are all composed of

gravel with unconsolidates sand and silt.

   The Kume Conglomerate Bed is composed of boulder to pebble mainly of andesite, and is

 covered by weathered rocks and reddish soils. This bed overlies the Pliocene to Pleistocene for-

mations with clino-unconfomity.

   The Yasuda Formation is Late Pleistocene terrace deposits forming the Yasuda Terrace, cor-

related to the Middle Terrace in the Tokamachi basin.

   The fan deposits composed of gravels are distributed in the Oguni Basin and along the
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Ukawa River locally.

   The alluvial plain deposits are composed of gravel, sand and mud, and distributed along

rivers.

GEOLOGIC STRUCTURE

   The geologic structure in the Okanomachi District is characterized bythe NNE－SSW trending

folds except for the Yoneyama Massif. These folds are covered by the Middle Pleistocene to

Holocen deposits which are mostly horizontal. Therefore folding continued from the Miocene

to the lower Middle Pleistocene.  Representative folds are the Katagai-Matto (Tokimizu) An-

ticline, the Shibumigawa Syncline, the Hachikoku Anticline, the Yamanaka-Kiriyama An-

ticline, the Sabaishigawa Syncline, the Ishiguro (Kurohime) Anticline, the Ukawa Syncline,

the Tamugigawa Syncline,the Kojiyama Anticline and the Kumatanigawa Syncline.

   Faults less develop in the mapped area.  Some inferred faults pass through in the southwestern

part.








